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仙北市音楽交流会「音の泉」
市内外の音楽団体が集い



～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

 角館中学校が大健闘！ 秋田県中学校総合体育大会駅伝競走大会
美郷町中学校新人駅伝競走大会

秋田県中学校総合体育大会駅伝競走大会
▶男子 6位▶女子 6位
（東北中学校駅伝競走大会出場）

美郷町中学校新人駅伝競走大会 1位
美郷町中学校新人女子駅伝競走大会 4位 受賞報告の様子。

　10月31日、各大会に出場した角館中学校の選手が市役所西木庁
舎を訪れ、須田教育長へ出場と結果の報告をしました。
　成績は次のとおり。

▶第18回ＪＫＪＯ全日本ジュニア空手道選手権大会 東北地区代
表最終選抜大会 小学6年 40kg未満の部 優勝 新田淳仁（角館小・
６年）：全国大会出場（令和6年11月開催）

▶第８回全東北空手道選手権大会 小学６年男子中上級の部 準優勝
湯澤蓮（角館中・１年）：世界大会出場（令和7年2月開催）

▶第24回ジパングカップ実戦空手道選手権大会 一般上級 軽量級
の部 優勝 木元美禪（角館町）：全国大会出場（令和６年11月開催）

左から木元さん、新田さん、湯澤さん。

武心会 角館本部道場所属の３人が空手道全国大会・世界大会に出場

各種目1位〈敬称略〉 ▶ 1年女子 80m 小松日葵（東大曲
小）16.28 ▶同男子 80m 民谷隼士（東大曲小）15.72 
▶ 2年女子 80m 　　　 齊藤珠羽（協和小）14.09 ▶同
男子 80m 古郡海都（西明寺小）14.46 ▶３年女子 80m
　　　 藤村里咲（角館陸上スポ少）13.76 ▶同男子 80m
　　　 田村新（桧木内ランナーズ）12.19 ▶４年女子 
100m 鈴木桜子（生保内 Jr.RC）15.94 ▶同男子 100m
千葉健翔（生保内 Jr.RC）15.71 ▶５年女子 100m 鈴木
莉央（西明寺小）16.50 ▶同男子 100m 佐藤琉陽（角館
陸上スポ少）14.50 ▶６年女子 100m 村岡理乃（角館陸

上スポ少）15.32 ▶同男子 100m 藤枝諒（角館陸上ス
ポ少）13.59 ▶女子 800m 山本怜奈（角館陸上スポ少）
2.59.96 ▶男子 1000m 鈴木朝陽（協和小）3.42.32 ▶
男女混合 ４× 100mR 角館陸上スポ少Ａ 58.97 ▶女子 
走高跳 雲雀湊奈子（白岩小）1m14 ▶男子 走高跳 佐藤
琉陽（角館陸上スポ少）1m10 ▶女子 走幅跳 山本怜奈
（角館陸上スポ少）3m28 ▶男子 走幅跳 田口優（西明寺
小）2m69 ▶女子ジャベリックボール投げ 本間にこ（神
代TFC）27m05 ▶男子ジャベリックボール投げ 　　　 
青山煌（白岩小）49m50

大会新

大会新

大会新

第19回仙北市小学生陸上競技大会 兼 第１回大仙仙北小学生陸上競
技チャレンジ交流会

大会新

※トラック種目（単位）:分 . 秒

瑞宝双光章瑞宝双光章 瑞宝単光章瑞宝単光章

大 友 勲 夫 さん
（77歳　田沢湖生保内）

消防功労

　

元
仙
北
市
消
防
団
分
団

長
。
昭
和
54
年
田
沢
湖
町
消

防
団
に
入
団
。
平
成
17
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
分
団
長
と

し
て
活
躍
。
入
団
よ
り
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
防
火
・
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
火

災
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
団
員
の
指
導
育

成
、
技
術
の
向
上
に
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

高 橋 宏 和 さん
（66歳　田沢湖生保内）

消防功労

（ ）
　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
監
。
昭
和
52
年

4
月
、
同
組
合
に
消
防
吏
員

と
し
て
採
用
さ
れ
て
以
来
、
角

館
消
防
署
長
と
し
て
平
成
31

年
3
月
に
退
職
す
る
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
危
険
業
務
に

従
事
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後

は
、
仙
北
市
危
機
管
理
監
と

し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

令和6年秋の令和6年秋の叙勲叙勲・・褒章褒章
およびおよび第43回危険業務従事者第43回危険業務従事者叙勲叙勲

＜秋の叙勲＞＜危険業務従事者叙勲＞
　
令
和
6
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
お
よ
び
第
43
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市

か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
5
日
に
は
、
秋
田
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

佐
竹
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
専
門
工
事
業
務
功
労
者
と
秋
の
褒
章
は
、
次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

▶女子５年生の部 第２位 江橋楓（仙北市ジュニア 西明寺小・５年） 
小原妃生（大曲ジュニア 大川西根小・５年）ペア
▶男子５年生の部 第３位 武藤小太郎（仙北市ジュニア 神代小・５
年） 伊藤篤希（南外神岡ジュニア 南外小・５年）ペア
▶男子4年生以下の部 第３位 高橋颯太（仙北市ジュニア 西明寺小・
４年）西宮隆生（仙北市ジュニア 西明寺小・４年）左から伊藤さん、武藤さん、江橋さん、小原さん、高橋さん、西宮さん。

仙北市ソフトテニスジュニアから４人が全国大会出場決定

令和6年
　　　秋田県地方自治功労者表彰
　10月1日、令和6年秋田県地方自治功労者15人が発表
され、10月31日に秋田県庁で表彰式が行われました。
　この表彰は、県議会議員や市町村長、市町村議会議員、
副市町村長など、長年にわたる地方自治の進展に寄与され
た方の功績をたたえ表彰するもので、仙北市からは、次の
方々が表彰されました。

黒沢龍己 議長
（73歳・角館町山谷川崎）

荒木田俊一 議員
（71歳・田沢湖生保内）

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

　10月12日、令和６年度全国小学生ソフトテニス大会秋田県予
選会が大館市で開催され、4人が来年３月に千葉県白子町で行われ
る第24回全国小学生ソフトテニス大会への出場が決まりました。

（敬称略）
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善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

10
月
20
日
、
株
式
会
社
丸
栄
堂
（
三
浦
大
英
社
長
）
の
50
周

年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
創
業
50
周
年
を
記
念
し
、
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
50
年
に
創
業
さ
れ
、
翌
年
に
葬
祭
部
を
開
設
。

終
活・葬
送
に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
ペ
ッ

ト
葬
や
合
葬
墓
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
仙
北
市
政
の
推
進
の
た
め
、
市
政
全
般
の

施
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　株式会社 丸栄堂から
　　　　　寄付金をいただきました

三浦社長から田口市長へ目録が手渡されました。

第43回温泉関係功労者表彰
　乳頭温泉郷協同組合は「第43回温泉関係功労者表彰」を受賞し、
10月28日に同組合の平体組合長、佐藤組合員が市長に受賞の報告
をしました。
　この表彰は環境省が主催し、温泉の保護や温泉の適正利用などに関
して特に顕著な取り組みがあった者および団体を表彰するものです。
　乳頭温泉郷協同組合は、温泉の持続的な利用を通じて、温泉地の活
性化に向けた活動の功績が認められての受賞となりました。

左から田口市長、平体組合長、佐藤組合員。

日
頃
の
活
動
を
発
表

【
角
館
地
区
文
化
祭
】

10
月
12
日
と
13
日
の
2
日
間
、

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
角
館
地
区

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公

民
大
学
や
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

力
作
が
数
多
く
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

角
館
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
も
披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

仙
北
市
文
化
祭

【
田
沢
湖
地
区
文
化
祭
】

10
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
3

日
間
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
田
沢
湖
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
種
サ
ー
ク
ル
の
力
作

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
朝
取
り
野
菜

や
郷
土
菓
子
の
販
売
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
石
神
地

区
の
伝
統
芸
能
「
生
保
内
田
植
え

踊
り
」
が
披
露
さ
れ
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

【
西
木
地
区
文
化
祭
】

11
月
３
日
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
西
木
地
区
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

西
明
寺
小
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
部

が
生
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
来
場
者
は

力
作
ぞ
ろ
い
の
展
示
作
品
に
感
心

し
た
り
、
各
種
団
体
の
芸
能
発
表
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿 　11 月 10 日、 羽根川キクさん （田沢湖田沢） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝いが

贈られました。

羽根川キク羽根川キクさんさん

イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
株
式
会
社
の
社
員
有
志

武
家
屋
敷
で

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

10
月
26
日
、
イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
株
式
会
社
の
社
員

や
そ
の
家
族
な
ど
有
志
の
皆
さ
ん
23
人
が
参
加

し
、
武
家
屋
敷
通
り
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
社
内
の
各
部
署
代
表
者
に
よ
る

IG
s

委
員
会
を
組
織
し
、
日
頃
か
らSD

G
s

に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
もIG

s

委
員
会
が
社

員
に
呼
び
か
け
、SD

G
s

の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
参
加
者
が
2
班
に
分
か
れ
て
落
ち
て

い
た
空
き
缶
を
拾
っ
た
り
、
歩
道
や
車
道
、
水
路

な
ど
に
散
ら
ば
っ
た
落
ち
葉
を
集
め
る
な
ど
、
1

時
間
ほ
ど
の
作
業
で
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
9
袋

分
を
集
め
ま
し
た
。

外
国
人
を
含
め
た
開
業
の
促
進
を
支
援

仙
北
市
グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創
業

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
開
設
式

　
仙
北
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
優
位
性
を
活
か
し
、
外
国
人
材

受
入
企
業
等
の
各
種
相
談
や
情
報
提
供
、
外
国
人
を
含
め
た
起
業
・

開
業
の
相
談
・
対
応
支
援
を
総
合
的
に
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創

業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

11
月
1
日
に
開
設
式
が
開
催
さ
れ
、
国
や
秋
田
県
の
関
係
機
関
、

市
内
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
冒
頭
で
、赤
上
副
市
長
が
「
当

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
高
度
外
国
人
材
な
ど
の
雇
用
や

創
業
を
市
内
で
推
進
さ
せ
た
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
代
表
の
祝
辞
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
の
矢
野
所
長
は
「
外
国
人
材
の
獲
得
競
争
は
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
市
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
国
際
交
流
協

会
の
西
村
会
長
は
、「
外

国
人
材
は
勤
労
意
欲
が

高
く
、
我
々
も
見
習
い

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
活

か
し
て
、
高
度
外
国
人

材
な
ど
の
活
躍
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

⬇

▶建築板金分野 芳賀保郎（角館町上野）
▶建築分野 芳賀誠（西木町小渕野）
▶伝統工芸分野 藤村浩美（角館町小勝田）左から田口市長、芳賀保郎さん、芳賀誠さん、藤村浩美さん。

仙北市技能功労者表彰
　10月26日、卓越した技能を有する技能者を表彰する仙北市技
能功労者表彰式が行われました。
　受賞者は、各業界団体などが個人を推薦し、大曲仙北職業訓練
協会や仙北市商工会、秋田県仙北建設業協会などで構成する選考
委員会を経て決定しました。
　受賞者は次のとおり。
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地
域
に
安
心
・
安
全
を

　
仙
北
市
で
は
消

防
力
の
充
実
を
図

る
た
め
、
消
防
施

設
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
消
防
団

が
使
用
す
る
消
防

ポ
ン
プ
付
き
積
載

車
の
う
ち
、
購
入

か
ら
20
年
以
上
経

過
し
た
５
台
を
更

新
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
採
用
し

消
防
団
車
両
を

　
　
　
　
更
新
し
ま
し
た

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から 仙北市音楽交流会「音の泉」仙北市音楽交流会「音の泉」
市内外の音楽団体が集い

11
月
10
日
、
仙
北
市
民

会
館
で
市
民
会
館
自
主
事

業
「
仙
北
市
音
楽
交
流
会

音
の
泉
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
学

校
の
吹
奏
楽
部
や
音
楽
団

体
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
２
回
目
と
な
る
今

年
は
、
市
内
外
の
一
般
の

方
か
ら
も
参
加
を
募
っ
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
神
代
小
学
校

器
楽
部
や
西
明
寺
小
学
校

ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
部
の
ほ

か
、
高
橋
正
昭
さ
ん
（
ア

ル
ト
サ
ク
ス
フ
ォ
ン
）
と

佐
藤
澄
枝
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

の
デ
ュ
オ
な
ど
、
5
団
体

が
出
演
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
に
は
、
生
保
内
小
・

中
学
校
も
加
わ
り
、
出

演
者
全
員
で
音
の
泉
ス
ペ

シ
ャ
ル
曲
と
し
て
「
は
ず

む
心
の
マ
ー
チ
」
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

た
車
両
は
軽
自
動
車
で
、
狭
い
道
路
や
現
場
へ
侵

入
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
な
火
災
防
ぎ
ょ
活
動

を
可
能
と
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
更
な
る
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り
、
災

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
配
備
地
区　
第
１
分
団
田
沢
地
区
・
第
２
分
団

生
保
内
石
神
地
区
・
第
４
分
団
神
代
地
区
・
第
４

分
団
岡
崎
地
区
・
第
６
分
団
桧
木
内
松
葉
地
区

仙北市長賞を受賞した藤村さん。 秋田県知事賞を受賞した米沢さん。

「画人 鈴木空如の生涯
～永遠の生命の芸術を求めて～」

 北浦史談会 出前講座

　11月1日、郷土の歴史を研究している北浦史談会の出
前講座として「画人 鈴木空如の生涯～永遠の生命の芸術
を求めて～」が田沢湖図書館で開催されました。
　講師は鈴木空如の研究をしている大仙市教育委員会の
高橋一倫さん（太田公民館）が務めました。鈴木空如の
生涯や足跡をたどる講義内容に、参加者は静かに聞き入っ
ていました。

内陸線角館駅ホームに
護
ご み ば こ
美箱を設置

 観光地の景観保護

　11月12日、秋田内陸線角館駅ホームで護美箱寄贈
式が行われ、護美箱4台が設置されました。
　この取り組みは、秋田県東部郵便局長会仙北北部会
が、地域貢献活動の一環として行われたものです。
　同会の伊藤会長は「引き続き、地域の皆さまの笑顔
のために貢献していきたい」と話しました。 実

り
の
秋　
特
産
品
な
ど
を
販
売

第
17
回
仙
北
市
産
業
祭10

月
26
日
、
27
日
の
2

日
間
、
角
館
交
流
セ
ン

タ
ー
と
市
役
所
角
館
庁
舎

第
１
駐
車
場
を
会
場
に

「
第
17
回
仙
北
市
産
業
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
会
場

で
は
、
た
く
さ
ん
の
物
販

ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
並
び
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
産

業
祭
の
恒
例
と
な
っ
た
西

明
寺
小
学
校
児
童
に
よ
る

長
ネ
ギ
の
即
売
に
加
え
、

　
第
52
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸

展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ

れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢
研
吾
さ

ん
の
作
品
「
二
度
皮
面
取
茶
筒
（
覆

輪
付
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は
じ

め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工
芸
品

の
部
に
11
点
、
一
般
品
の
部
に
26
点

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

第
52
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

秋
田
県
知
事
賞
二
度
皮
面
取
茶
筒
（
覆
輪
付
）
／
米
沢
研
吾

東
北
森
林
管
理
局
長
賞
茶
入
二
度
皮
／
荒
川
慶
太
郎

仙
北
市
長
賞
二
度
皮
茶
筒
太
帯
／
藤
村
浩
美

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞
茶
筒
ひ
ま
わ

り
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞
二
度
皮
茶
筒

帯
付
き
／
藤
村
浩
美

秋
田
県
議
会
議
長
賞
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
ウ
ォ
ー
ル
・
カ
ヴ
ァ
ー

リ
ン
グ
パ
ネ
ル
／
㈲
冨
岡
商
店

仙
北
市
議
会
議
長
賞
桜
皮
チ
ェ
ス
ト
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞

W
hite M

att Bark Canister Black M
att Bark Canister

／
㈲
冨
岡
商
店

仙
北
市
商
工
会
長
賞
印
籠
蓋
総
皮
小
箱（
葉
書
サ
イ
ズ
）／

千
葉
秀
喜

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞
手
箱「
鉄
線
」／
高
野
州
平

田
口
鉄
蔵
賞
茶
筒
（
カ
ニ
）
／
三
浦
勇

秋
田
魁
新
報
社
賞
樺
ス
テ
ッ
カ
ー
／
㈲
冨
岡
商
店

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞
茶
筒
（
カ
ニ
）
／
三
浦
勇

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞
コ
ー
ヒ
ー
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
ス
ク
エ
ア
／

㈱
八
栁

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞
ラ
ウ
ン
ド
ケ
ー
ス
チ
ラ
シ
／
㈱
八
栁

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞
髪
留
め
（
マ
ジ
ェ
ス
テ
）
／
角
館
工

芸
協
同
組
合

角
館
中
学
校
生
徒
に
よ
る
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
米
の
販
売
も
行
わ

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
両
手
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ

ど
の
品
物
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
産
物
の
出
品
展
示
の
ほ
か
、

技
能
功
労
者
の
表
彰
や
、
角
館
こ
ど
も
園
の
園
児
、
大
曲
支
援

学
校
せ
ん
ぼ
く
校
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

77 20242024--1212広報せんぼく広報せんぼく 66Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

旬な情報チャンネル
－地域のわだい－



白
岩
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念

学
習
発
表
会
＆
閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト

10
月
26
日
、
白
岩
小
学
校
で
「
学

習
発
表
会
＆
閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
白
岩
小
学
校

創
立
１
５
０
周
年
記
念
と
し
て
行
わ

れ
た
白
岩
小
学
校
最
後
の
学
習
発
表

会
で
す
。

　
校
長
あ
い
さ
つ
で
は
、
鈴
木
校
長

が
「
今
年
の
閉
校
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
皆
さ
ん
か
ら
勇
気
と
元
気
を
も

ら
っ
た
。
今
度
は
、
児
童
か
ら
皆
さ

ん
へ
感
謝
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

白
岩
小
百
合
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
太
鼓
を
使
用
し

た
力
強
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
全
校
劇
で
は
、
わ
ら
び
座
の
協
力

の
も
と
「
不
思
議
の
国
と
白
岩
小
の

奇
跡
の
物
語
」を
披
露
。劇
中
で
は「
白

岩
焼
」
や
「
さ
さ
ら
舞
」
が
登
場
し
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
太
鼓
公
演
や
卒

業
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ホ
ン
マ

で
っ
か
⁉ 
Ｔ
Ｖ
で
お
な
じ
み
の
澤
口

俊
之
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

太鼓を使い、元気な踊りを披露。

全校劇の最後の場面。会場から大きな拍手が送られました。

秋
の
火
災
予
防
運
動

白
岩
小
学
校
６
年
生

　
　
１
日
消
防
署
長
に
任
命

11
月
7
日
、
角
館
消
防
署
か
ら
白
岩
小
学
校
の
6
年

生
９
人
が
１
日
消
防
署
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
任
命
式
に
続
き
、
ク
マ
対

策
講
習
や
煙
道
体
験
・
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
１
日
消

防
署
長
を
務
め
た
児
童
か
ら
「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、

家
族
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
日
常
生
活
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
下
級
生
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
６
年
生
は
消
防
車
両
に
乗
り
込
み
、
事
前

に
録
音
し
て
い
た
火
災
予
防
の
音
声
を
流
し
な
が
ら
、

町
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

１
日
消
防
署
長
を
務
め
た
６
年

生
。

消
防
士
か
ら
消
火
器
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。

火
の
用
心
を
呼
び
か
け

だ
し
の
こ
消
防
隊

防
火
パ
レ
ー
ド

　
角
館
消
防
署
田
沢
湖
分
署
と
だ
し
の
こ
園
年
長
ク
ラ

ス
の
園
児
た
ち
に
よ
る
「
令
和
6
年
秋
の
火
災
予
防
運

動
だ
し
の
こ
消
防
隊
防
火
パ
レ
ー
ド
」
が
11
月
5
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
「
火
の
用
心

マ
ッ
チ
１
本
火
事
の
も
と
」
と
大
き
な
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
生
保
内
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
ビ

フ
レ
田
沢
湖
店
」
の
協
力
の
元
、
買
い
物
客
な
ど
に
対

し
、
防
火
標
語
が
書
か
れ
た
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
を
配

り
ま
し
た
。

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎43-3352
https://kakunodate-fc.jp/

かくのだて
フィルムコミッション

フィルムフィルム
コミッコミッションション

だよりだより
Kakunodate Film Commission

高校生たちは何の撮影か知らされていなかった

　
大
好
評
公
開
中
の
映
画
、踊
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
新
作「
室
井
慎
次
敗
れ
ざ
る
者
」

「
室
井
慎
次
生
き
続
け
る
者
」。
大
仙
市
出

身
の
俳
優
、
柳
葉
敏
郎
さ
ん
が
主
演
を
務

め
、
仙
北
市
で
行
わ
れ
た
撮
影
で
は
、
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ロ

ケ
支
援
に
携
わ
り
ま
し
た
。

10
月
11
日
に
公
開
さ
れ
た
前
編
の「
室

井
慎
次
敗
れ
ざ
る
者
」は
公
開
か
ら
2
週

連
続
で
興
業
成
績
が
第
1
位
と
な
り
ま
し

た
。
観
客
動
員
数
全
国
1
位
がTO

HO

シ
ネ
マ
ズ
秋
田
、
2
位
が
イ
オ
ン
シ
ネ
マ

大
曲
と
い
う
こ
と
か
ら
、
11
月
15
日
に
公

開
さ
れ
た
後
編
の「
室
井
慎
次
生
き
続
け

る
者
」は
、
全
国
に
先
駆
け
、
秋
田
県
内

で
8
日
か
ら
先
行
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
秋

田
県
民
の
関
心
度
の
高
さ
と
地
元
で
撮
影

さ
れ
た
映
画
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
の
表
れ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
昨
年
の
8
月
か
ら
ロ
ケ
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
ロ
ケ
地
の
提
案

で
す
。主
人
公
の
住
ま
い
の
候
補
地
で
あ
っ

た
市
内
の
民
家
で
は
、
家
財
道
具
を
一
旦
撤

去
し
、
ロ
ケ
撮
影
後
に
現
状
回
復
す
る
こ
と

の
承
諾
ま
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

採
用
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
は
ロ
ケ
ハ
ン
や
企
画
の
段
階
で
、
様
々

な
状
況
か
ら
秋
田
で
の
撮
影
が
一
度
は
白
紙

に
な
り
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
柳
葉
さ
ん
の
秋
田
で
撮
り
た
い
と
い
う

熱
意
で
昨
年
12
月
に
撮
影
計
画
が
再
開
。
仙

北
市
、
大
仙
市
、
秋
田
市
、
男
鹿
市
で
の
ロ

ケ
撮
影
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ロ
ケ
地
に
選
ば

れ
た
か
ら
に
は
、
し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
て

支
援
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
仙
北
市
の
ロ
ケ
撮
影
は
、
2
月
に
始
ま
り

ま
し
た
。
柳
葉
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
角
館
高

校
で
は
、
校
内
に
大
が
か
り
な
撮
影
機
材
が

セ
ッ
ト
さ
れ
、
多
く
の
生
徒
に
エ
キ
ス
ト
ラ

と
し
て
出
演
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

声
優
志
望
の
生
徒
は
実
際
の
ロ
ケ
現
場
を
目

の
当
た
り
に
し
、
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
柳

葉
さ
ん
は
撮
影
出
番
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

角
館
高
校
を
訪
れ
、
若
手
俳
優
を
励
ま
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
柳
葉
さ
ん
と
挨
拶
を
交
わ

し
、
高
校
の
2
学
年
後
輩
で
あ
る
こ
と
、
柳

葉
さ
ん
が
高
校
時
代
下
宿
し
て
い
た
大
家
が

義
母
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
照
れ
く
さ
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
柳
葉
さ
ん
は「
地
元

で
撮
る
こ
と
に
な
っ
て
熱
く
こ
み
上
げ
る
も

の
が
あ
る
」と
話
し
、
私
は「
地
元
愛
が
強

く
感
じ
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
全
力
で
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
答
え
ま
し
た
。

柳
葉
さ
ん
は
帰
り
際
に
生
徒
た
ち
を
集
め
て

ロ
ケ
に
協
力
し
て
く
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

BS

フ
ジ
代
表
取
締
役
社
長
）が
ロ
ケ
現
場
を

訪
れ
、
こ
の
映
画
へ
の
意
気
込
み
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
私
も
高
校
3
年
生
の
時
に
映
画「
思
え
ば

遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
」に
エ
キ
ス
ト
ラ
で
協

力
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
で
も
そ
の
時
の
事

が
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
参
加
し
た
生
徒
た
ち
も
、
柳
葉

さ
ん
の
言
葉
や
行
動
、み
ん
な
で
食
べ
た「
ロ

ケ
弁
」の
こ
と
、
プ
ロ
の
仕
事
の
様
子
を
見

る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
高
校
生
を
始
め
、
多
く
の
仙
北
市

民
の
皆
さ
ま
に
ロ
ケ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ

劇
場
で
迫
力
あ
る
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
映
画
が
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
会
長
坂
本
洋
）

伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
つ
い
て
激
励
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
私
は
今
ま

で
以
上
に
ロ
ケ
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
角
館
の
横
町
橋
で
は
約
80
人
の
ロ
ケ
隊
が

陣
取
っ
て
い
た
の
で
、
市
民
の
方
も
興
味

津
々
の
様
子
で
通
り
す
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

何
の
ロ
ケ
撮
影
か
と
聞
か
れ
て
も
、
ま
だ
公

表
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

桧
木
内
川
堤
上
空
か
ら
の
撮
影
で
は
、
点
に

し
か
見
え
な
い
ほ
ど
高
く
上
が
っ
た
ド
ロ
ー

ン
で
ど
の
よ
う
な
映
像
が
撮
影
さ
れ
て
い
る

の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
劇
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
は
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
風

景
が
広
が
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

4
月
の
２
回
目
の
角
館
高
校
で
の
ロ
ケ

撮
影
の
際
も
、
出
番
が
な
か
っ
た
柳
葉
さ

ん
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
亀
山
千
広
さ
ん

（
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役
社
長
、
現

雪を運び込んで撮影された横町橋
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市建設課 ☎43-2294

休日休日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎 ☎43-1111

角館庁舎 ☎43-3309

西木庁舎 ☎43-2200
夜間夜間

17:15 ～翌8:30
角館庁舎

（当直取次） ☎43-3309

雪に関する
相談窓口について

【問合せ】建設課（角館庁舎） ☎（43）2294
 総合防災課（田沢湖庁舎） ☎（43）1115　長寿支援課（角館庁舎） ☎（43）2281

　除雪など雪に関するご相談がありましたら下記の担当にご連絡ください。ご相談内容により、担当部署に電話を転送
することがあります。また、夜間および土・日曜日、祝日などは当直・日直が電話をお取り次ぎしますが、すぐに対応
できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

●道路除雪に関すること

▶  除雪作業中の除雪車は危険ですので絶対に
近づかないでください。

▶  路上駐車は除雪作業の障害となります。路上
への長期駐車、夜間駐車は絶対にしないよう
にお願いします。

▶  屋根から落ちた雪や宅地内の雪を道路に出
さないでください。

▶  冬期間に関わらず、雪解け後に除雪作業によ
る側溝などの破損箇所が見つかった場合に
は、早めに建設課へお知らせください。

▶  除雪作業は原則23時から7時までの間で
行いますが、降雪状況により時間が前後する
場合がありますので、ご了承ください。

除雪作業へのご協力をお願いします

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市総合防災課 ☎43-1115

休日休日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎 ☎43-1111

角館庁舎 ☎43-3309

西木庁舎 ☎43-2200
夜間夜間

17:15 ～翌8:30
角館庁舎

（当直取次） ☎43-3309

●雪害などに関する緊急時

●高齢者世帯等除雪支援事業による費用の助成について
平日平日

8:30 ～17:15 仙北市長寿支援課 ☎43-2281

▶  作業は2人以上で行い、無理はしない。
▶  足場の確認をし、周りに雪を残す。
▶  動きやすい服装と命綱・ヘルメットを
着用し、携帯電話を身につける。

▶  屋根からの落雪に注意して、軒下には
近づかない。

▶  除雪機の雪づまりはエンジンを切って
完全に除雪機が停止してから棒などで
取り除く。

屋根の雪下ろし作業時の注意点

●利用対象者／仙北市に住所を有し現に居住している市民
税非課税世帯または市民税均等割のみ課税世帯で、次の
いずれかに該当する世帯とします。ただし、別居の親族
や近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除きます。

▶ 75歳以上のひとり暮らし世帯
▶同居者全員が75歳以上である世帯
▶ 身体障害者手帳1級～ 3級・療育手帳・精神保健福祉手
帳の所持者、介護保険要介護3～ 5認定者、18歳未満

の方のみで構成されている世帯など
▶  75歳以上の方と身体障害者手帳1級～3級・療育手帳・
精神保健福祉手帳の所持者、介護保険要介護3～ 5認
定者、18歳未満の方のみで構成されている世帯など

▶  その他特別な理由のある方で、市長が認めた世帯　　
（特別な理由を確認するため第三者の意見が必要となり
ますのでご相談ください。）

詳細は広報せんぼく10月号または
仙北市ホームページに掲載しています

年末年始の各種証明書・届け出
とごみの受け入れおよび各施設
の業務案内について

【問合せ】
《戸籍関係》国保市民課 市民係（角館庁舎） ☎（43）3307
《ごみ関係》 生活環境課 環境保全係（角館庁舎） ☎（43）3308　

大曲仙北広域北部ごみ処理センター ☎（42）8177
《施設関係》各施設にお問い合わせください。

 各種証明書、戸籍の届け出 
　12月28日㈯から1月5日㈰の期間中は各種証明書の発
行ができませんので、必要な証明書などの請求、各種手続
きはお早めに済ませていただくようお願いします。
※コンビニでの各種証明書の交付サービスも停止します。
※ 戸籍届出（死亡届ほか）の窓口は休日、祝日、夜間体制で通常ど
おり受け付けします（夜間受付窓口は角館庁舎のみ）。

 ごみの受け入れについて 
　大曲仙北広域北部ごみ処理センターでは12月30日㈪ま
で、ごみの受け入れをします。年始は令和7年1月6日㈪
からの受け入れになります。なお、ごみの収集については
「家庭ごみ収集カレンダー」のとおり行います。
▶受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（空缶・ペッ
トボトル・本・雑紙類・新聞紙・ダンボール）、粗大ごみ
※ 不燃ごみは12月27日㈮まで一般廃棄物最終処分場で受け入れ
をします。

施設名 開庁（館）時間
28
日
㈯

29
日
㈰

30
日
㈪

31
日
㈫

１日
㈬

２日
㈭

３日
㈮

４日
㈯

５日
㈰

6日
㈪

▶市役所 各庁舎・各出張所
(西木庁舎市民休憩室は 12/29 ～ 1/3休み） 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶各公民館・総合開発センター
（中央・桧木内は平日21時、土・日曜は 17時まで） 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▶角館交流センター 9:00 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休
▶各体育館・武道館 9:00 ～ 21:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶角館武道館 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶就業改善センター 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休
▶北部ごみ処理センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休 休
▶角館・西木・田沢湖一般廃棄物最終処分場 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶仙北市堆肥センター 9:00 ～ 15:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶仙北市民会館 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶田沢湖図書館 9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▶学習資料館 9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶新潮社記念文学館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶角館樺細工伝承館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▶角館町平福記念美術館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶田沢湖クニマス未来館
▶思い出の潟分校 9:00 ～ 16:00 休 休 休 休 休 休 休 休

▶旧石黒（恵）家 9:00 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休

▶武家屋敷 河原田家 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▶市立田沢湖病院 お問い合わせください
休 休 休 休 休 休 休 休 休

※直接来院せず、事前に電話（☎43-1131）でご相談ください。

▶市立角館総合病院 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※  年末年始期間中は救急外来（24時間救急体制）対応となります (クレジットカードでの医療費の支払いはできかねます）。また、院内のレス
　トラン、売店、ATM なども休業予定です。
※人工透析は一部実施しますので、詳細は透析室へお問い合わせください。（代表：☎54-2111）

▶神代診療所 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶西明寺診療所 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休 休

各庁舎のみ日直が対応します

休日診療対応

救急外来対応

 各施設の業務案内 

●流雪溝の運用に関すること

平日・休日平日・休日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎 ☎43-1111

角館庁舎 ☎43-3309
夜間夜間

17:15 ～翌8:30
角館庁舎

（当直取次） ☎43-3309
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

令和6年10月27日執行
衆議院議員総選挙の結果について

【問合せ】　選挙管理委員会事務局（田沢湖庁舎）  
☎（43）1150

●小選挙区選出議員選挙
・仙北市の開票結果

届出番号 候補者の氏名 候補者届
政党の名称 得票数

1 藤田　かずひさ 日本共産党 321

2 小川　のりよ 立憲民主党 1,415

3 村岡　としひで 国民民主党 4,044

4 みのり川　信英 自由民主党 7,036

無効投票 ― ― 262

有効投票合計 ― ― 12,816

●比例代表選出議員選挙
・仙北市の開票結果

届出番号 衆議院名簿届出
政党等の名称 得票数

1 自由民主党 5,312

2 日本共産党 457

3 社会民主党 262

4 国民民主党 1,986

5 公明党 1,345

6 日本維新の会 388

7 参政党 192

8 立憲民主党 2,052

9 れいわ新選組 672

無効投票 ― 411

有効投票合計 ― 12,666

●仙北市の投票率

有権者数

男 女 計

9,574 11,083 20,657

・仙北市の有権者数（A) ・仙北市の投票数（B)

種類 投票数
（男女合計）

小選挙区 13,081

比例代表 13,080

国民審査 13,063

・仙北市の投票率（B/A)

種類 投票率
（男女合計）

小選挙区 63.32％

令和6年10月27日執行、第50回衆議院小選挙区選出議員選挙および比例代表選出議員選挙の仙北市における結果
は次のとおりでした。

新
し
い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
戸
別
受
信
機
」貸
与
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
５

　

広
報
７
月
号
で
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
現
在

の
防
災
無
線
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
含
め
、

来
年
４
月
か
ら
廃
止
し
、
市
が
発
信
す
る
災
害

情
報
な
ど
は
L
I
N
E（
ラ
イ
ン
）ア
プ
リ
や
安

全
安
心
メ
ー
ル
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話（
ガ
ラ
ケ
ー
）

お
よ
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
た
な
い
世
帯
に

は
、
災
害
情
報
な
ど
を
届
け
る
た
め
の
戸
別
受

信
機
を
貸
与
し
ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
号
に
折

り
込
ん
で
い
る「
戸
別
受
信
機
貸
与
申
込
書
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

お
持
ち
で
仙
北
市
公
式
L
I
N
E
や
安
全
安
心

メ
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
災
害
情
報

な
ど
の
取
得
の
た
め
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課
固
定
資
産
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
０
９

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
す
る
家
屋
に
対

し
て
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
が
な
い
と

取
り
壊
し
の
確
認
が
で
き
ず
、
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

登
記
済
み
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　
法
務
局
へ
滅
失
登
記
申
請
ま
た
は
建
物
表
題

変
更
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
登
記
が
年
内
に

完
了
し
な
い
場
合
は
、税
務
課
へ「
建
物
滅
失（
取

壊
し
）届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

未
登
記
家
屋
を
滅
失
し
た
場
合

　
床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
税
務

課
へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

※
登
記
済
み
家
屋
、
未
登
記
家
屋
い
ず
れ
の
場
合
も
、

取
り
壊
し
た
年
の
翌
年
以
降
に
建
物
滅
失（
取
壊

し
）届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
建
物
取
り
壊
し

業
者
が
発
行
す
る
建
物
滅
失
証
明
書
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
屋
の
建
て
替
え
予

定
の
有
無
に
つ
い
て
も
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

※「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

　
現
行
の
保
険
証
は
今
年
12
月
２

日
を
も
っ
て
新
規
発
行
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

登
録
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
受
診
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用
可
能
で

す
。

・
国
民
健
康
保
険
の
方

　
↓
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

　
↓
令
和
7
年
７
月
31
日
ま
で

L
I
N
E
を
ご
利
用
の
方
は
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
I
D

検
索「@
city.sem

boku

」
よ
り
、

「
友
だ
ち
追
加
」を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
仙

北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

仙
北
市
公
式
L
I
N
E
の

            「
友
だ
ち
追
加
」に
つ
い
て

【令和7年4月1日採用】
仙北市職員採用試験のお知らせ

【問合せ】　総務課 職員係（田沢湖庁舎） 
 ☎（43）1111

●試験区分・試験資格／介護員：昭和60年４月２日以降に
生まれた方で、申込時点で介護福祉士の資格を有する方

●採用人数／ 1人
●試験日程／【1次試験】令和7年1月19日㈰
　　　　　　【2次試験】令和7年2月4日㈫
●試験会場／仙北市役所田沢湖庁舎（1次、2次ともに）
●合格者の採用日／令和7年4月1日予定
●申込方法／パソコンやスマートフォンのインターネット

環境から「秋田県仙北市電子申請・届出サービス」にア
クセスし、利用者登録と受験申込を行ってください。

●申込受付期間／ 12月2日㈪8時30分～ 12月27日㈮
17時15分

秋田県仙北市電子申請・
届出サービスはこちらデジタル庁ホームページ

「よくある質問」はこちら

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
・
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
へ
〉

〈
福
祉
医
療
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　
　

お
持
ち
の
方
へ
〉

〈
保
険
切
り
替
え
時
の

                   
届
出
に
つ
い
て
〉

12
月
以
降
も
転
職
や
引
っ
越
し

な
ど
で
保
険
資
格
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
保
険
の
切

り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
し
て
い

る
方
も
同
様
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
よ
く
あ
る
質
問
：
健
康

保
険
証
と
の
一
体
化
に
関
す
る
質

問
に
つ
い
て
」（
外
部
リ
ン
ク
）を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

０
１
２
０ｰ

95ｰ

０
１
７
８)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
の
登
録
を
し
て
い
な
い
方

は
、
現
行
の
保
険
証
の
有
効
期
限

よ
り
前
に
、
保
険
者
か
ら
送
付
さ

れ
る「
資
格
確
認
書
」で
受
診
が

可
能
で
す
。

福
祉
医
療
受
給
者
証（
マ
ル
福
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
提

示
が
必
要
で
す
。

　
受
診
の
際
は
、マ
イ
ナ
保
険
証
、

健
康
保
険
証
、
資
格
確
認
書
と
一

緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

医療機関を受診の際は
マイナンバーカード
をご利用ください
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information市 役所からのお知らせ ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

大
雪
に
よ
る
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
・

果
樹
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
６

【
横
町
橋
】交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
４

　
令
和
６
年
度
の
橋
梁
補
修
工
事
と
し
て

内
川
橋
の
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
影
響
に
よ
り
横
町
橋（
市
道
小

倉
山
校
線
）の
交
通
量
が
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
角
館
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
古
城
橋
へ
迂
回
し
て
い
た
だ
く
よ
う

周
知
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

交
通
量
が
減
少
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
交
通
量
を
抑
制
し
、
不

測
の
交
通
事
故
な
ど
を
で
き
る
だ
け
回
避

す
る
方
法
と
し
て
、
横
町
側
か
ら
の
横
町

橋（
市
道
小
倉
山
校
線
）へ
の
車
両
進
入

を
禁
止
す
る
道
路
管
理
者
と
し
て
の
時
間

交
通
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
市
民
バ
ス
な
ど
の
公
共
車
両
は
通
行
可
）

角
館
中
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
角
館
小

学
校
へ
送
迎
す
る
保
護
者
の
方
も
古
城
橋

へ
迂
回
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
歩

行
者
は
通
常
ど
お
り
歩
行
で
き
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所
／
角
館
町
小
勝
田
中
川
原
地
内

（
市
道
小
倉
山
校
線
・
横
町
橋
）

●
交
通
規
制
期
間
／
10
月
29
日
㈫
か
ら

令
和
7
年
３
月
14
日
㈮
ま
で

●
交
通
規
制
時
間
／
７
時
か
ら
８
時
30
分

ま
で

※
状
況
に
よ
り
、
期
間
お
よ
び
規
制
時
間
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

横町橋

内川橋
←終日通行止め→

×
通行可

7時～
8時30分
進入禁止

市立角館
総合病院

角館中学校

角館小学校仙北警察署

桧
木
内
川

岩
瀬
北
野
線

↑
迂
回
路

↑
迂
回
路

←迂回路→

コンビニ

仙
北
市
で
は
、
保
護
者
の
継
続
的
な
就

労
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
健
全
な
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。　

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
申
込
期

間
内
に
利
用
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象
児
童（
要
件
）／
保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
困
難
な
小
学
校
新
１
〜
６
年

生
※
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
、
対

象
児
童（
要
件
）の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

配
布
書
類
ま
た
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
利
用
期
間
／
令
和
7
年
４
月
１
日
㈫
〜

令
和
8
年
３
月
31
日
㈫（
1
年
ご
と
の
申

し
込
み
）

●
利
用
日
時
／

▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
登
校
日
…
放
課

後
〜
18
時
30
分

▼
土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
、
平
日
の
振

替
休
業
日
…
７
時
30
分
〜
18
時
30
分（
昼

食
持
参
）

※
休
業
日
…
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
〜
16

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日

●
申
請
書
類
配
布
開
始
／
12
月
20
日
㈮
〜

●
申
込
期
間
／
令
和
７
年
１
月
6
日
㈪
〜

17
日
㈮

●
申
請
書
類
配
布
・
提
出
場
所
／
子
育
て

推
進
課（
角
館
庁
舎
）、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
、
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ（
14
時
30
分
頃
か
ら
職
員
が
い
ま

す
）

※
申
し
込
み
を
し
て
も
、
審
査
に
よ
り
対
象
要

件
に
該
当
し
な
い
場
合
や
定
員
を
上
回
る
場

合
な
ど
に
よ
り
、
利
用
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
利
用
決
定
／
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

●
利
用
料（
月
額
）／
３
０
０
０
円

▼
減
免
対
象
者（
市
民
税
非
課
税
要
件
な
し
）

・
生
活
保
護
世
帯
…
０
円

・
ひ
と
り
親
世
帯
…
１
５
０
０
円

・
2
人
以
上
利
用
…2

人
目
以
降
１
５
０
０
円

令
和
7
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
し
込
み
案
内

【
問
合
せ
】子
育
て
推
進
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
０

名称 場所 定員
白樺児童会 生保内小学校内 114人
ポプラ学園 神代小学校内 60人
かくのだて児童クラブ 角館児童館内 80人
かしわっこクラブ 白岩小学校内 28人
中川っ子クラブ 中川コミュニティセンター内 28人
マロンクラブ 西明寺小学校内 80人
ひのきっこクラブ 桧木内小学校内 30人

●放課後児童クラブ

市
立
田
沢
湖
病
院
職
員
の
随
時
募
集
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】市
立
田
沢
湖
病
院
総
務
管
理
課
☎（
43
）１
１
３
１

　
令
和
６
年
度
随
時
採
用
の
仙
北
市
病
院
事

業（
市
立
田
沢
湖
病
院
）職
員（
社
会
福
祉
士
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
職
種
／
社
会
福
祉
士

●
採
用
予
定
人
数
／
１
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
現
に
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
方
ま
た
は
令
和
６
年
度
中
に

実
施
す
る
国
家
試
験
で
社
会
福
祉
士
資
格

取
得
見
込
み
の
方
。

●
受
付
期
間
／
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
）

　
郵
送
の
場
合
は
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
必

着
に
限
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
日
／
日
程
調
整
の
う
え
随
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
田
沢

湖
病
院
併
設
）

●
欠
格
事
項
／
次
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

⑵
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
地

方
公
務
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

●
そ
の
他
／
詳
細
は
市
立
田
沢
湖
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

油
の
流
出
に
ご
注
意
を
!!

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課
環
境
保
全
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８　

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
暖
房
器
具
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
冬
期
間
は
除
雪
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
原

因
の
事
故
も
多
く
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
雪

の
た
め
に
発
見
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。

　
油
を
流
出
さ
せ
た
場
合
は
、
そ
の
回
収
や

事
故
処
理
に
要
す
る
費
用
は
全
て
原
因
者
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
河
川
に

流
出
し
た
場
合
、
上
水
道
の
取
水
停
止
な
ど
、

地
域
住
民
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
心
が
け

▼
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
・
目
を
離
さ

な
い

▼
落
雪
す
る
場
所
や
除
雪
先
に
は
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
を
置
か
な
い

▼
配
管
の
破
損
防
止
の
た
め
に
雪
囲
い
や
目

印
を
立
て
る

▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
配
管
、
部
品
が
壊
れ
て
い

な
い
か
確
認
す
る

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
発
見
し
た
場
合

は
、
お
近
く
の
国
土
交
通
省
や
県
の
機
関
、

市
役
所
、
消
防
署
、
警
察
な
ど
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

雄
物
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
☎
０
１
８
３ｰ

73ｰ

５
３
４
０

　
近
年
、
仙
北
市
内
で
は
大
雪
に
よ

り
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
・
果
樹
が

倒
壊
す
る
な
ど
の
大
雪
に
よ
る
雪
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
雪
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
対

策
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
読
み
込

み
に
よ
り「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」お
よ

び「
雪
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル（
秋
田
県

農
林
水
産
部
）」を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】交
流
デ
ザ
イ
ン
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
３

仙
北
市
で
は
、
現
在
５
人
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
、
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
S
N
S
な
ど

で
も
情
報
配
信
し
ま
す
。

●
日
時
／
▼
12
月
18
日
㈬
▼
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

●
場
所
／
市
役
所
角
館
庁
舎
２
階

２
０
１・２
０
２
会
議
室

●
内
容
・
時
間
／

⑴
各
隊
員
活
動
報
告
▼
13
時
30
分
〜

⑵
隊
員
と
の
交
流
タ
イ
ム
▼
16
時
〜

●
参
加
費
／
無
料

●
定
員
／
30
人（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を

除
く
）

●
観
覧
方
法
／
会
場
へ
の
来
場
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
観
覧

●
申
込
方
法
／
12
月
13
日
㈮
ま
で
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

企
画
展「
ク
ニ
マ
ス
は
な
ぜ
生
き
残
っ
て
い
た
の
か
」

会
期
延
長
の
お
し
ら
せ

【
問
合
せ
】田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
☎（
49
）８
１
３
１

　
好
評
に
つ
き
、
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス

未
来
館
で
開
催
中
の
企
画
展「
ク
ニ

マ
ス
は
な
ぜ
生
き
残
っ
て
い
た
の
か
」

の
会
期
を
12
月
15
日
㈰
ま
で
延
長
し

ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
企
画
展
の
詳
細
は
広
報
10
月
号
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

古城橋

迂回路

国
道
３
４
１
号

申
込
フ
ォ
ー
ム
は

こ
ち
ら
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会計名 予算額 収入額 支出額

集中管理特別会計 40億3,025万4千円 3万5千円 18億5,787万1千円

国保特別会計 (事業勘定 ) 26億7,936万5千円 12億8,416万1千円 9億4,254万7千円

国保特別会計(神代診療施設勘定) 7,608万1千円 960万9千円 2,104万円

後期高齢者医療特別会計 3億9,436万4千円 1億1,939万4千円 8,878万8千円

介護保険特別会計 4億5,743万8千円 1億3,864万9千円 5,145万7千円

生保内財産区特別会計 8,570万9千円 7,496万9千円 4,598万3千円

田沢財産区特別会計 4,139万8千円 1,234万2千円 675万円

雲沢財産区特別会計 484万1千円 185万4千円 30万円

合計 77億6,945万円 16億4,101万3千円 30億1,473万6千円

款
予算額

収入率
収入額

市税
26億886万2千円

65.8%
17億1,769万8千円

地方譲与税
2億8,499万7千円

38.3%
1億919万2千円

交付金
7億7,830万8千円

62.5%
4億8,648万3千円

地方交付税
84億9,356万円

68.1%
57億8,441万円

国庫支出金
19億8,530万1千円

30.7%
6億879万円

県支出金
10億7,401万6千円

12.8%
1億3,723万9千円

寄附金
18億2,795万1千円

53.6%
9億7,983万4千円

繰入金
25億2,313万5千円

0%
0円

市債
12億9,503万3千円

0%
0円

その他
12億3,159万9千円

47.3%
5億8,275万2千円

合計
221億276万2千円

47.1%
104億639万8千円

　仙北市財政状況の作成および公表に関する条例（平成
17年仙北市条例第43号）第2条の規定に基づき、令和6
年4月1日から令和6年9月30日までの期間における仙
北市の財政状況を次のとおり公表します。

款
予算額

支出率
支出額

議会費 1億5,792万6千円 39.3％6,208万円

総務費 53億9,217万8千円 14.4%7億7,543万2千円

民生費 50億7,868万4千円 35.9％18億2,301万2千円

衛生費 25億1,623万9千円 54.7%13億7,733万5千円

労働費 7,341万3千円 74.5%5,467万2千円
農林
水産業費

9億7,830万5千円 23.5%
2億2,944万9千円

商工費 8億5,547万1千円 54.5%4億6,648万2千円

土木費 22億3,734万7千円 36.9%8億2,667万5千円

消防費 9億6,199万4千円 50.3%4億8,382万4千円

教育費 16億853万8千円 16.0％2億5,687万9千円

公債費 20億7,716万1千円 49.6％10億3,074万7千円

その他 1億6,550万6千円 37.9%6,267万7千円

合計 221億276万2千円 33.7%74億4,926万4千円

財政状況を
お知らせします
財政状況財政状況
上半期上半期

▼歳入

▶特別会計とは…
　特定の事業を行う
場合や、特定の収入
を特別な支出にあて
るために、一般会計
と区別して経理して
いる会計です。

▶市税
　市民税や固定資産税など

▶地方譲与税
　国税として徴収し、地方公共
団体に対して譲与する税

▶交付金
　国から地方公共団体に対して
交付されるお金（県税などを財
源として市町村へ交付されるお
金）

▶地方交付税
　地域間の財政力格差を調整す
るために国から交付されるお金

▶国庫支出金
　特定の事業に対し、国から交
付される補助金など

▶県支出金
　特定の事業に対し、県から交
付される補助金など

▶寄附金
　寄附でいただいたお金

▶繰入金
　他の会計から繰り入れしたお金

▶市債
　大きな事業を行うために借り
入れるお金

▶その他
　使用料および手数料や財産収
入など

　一般会計の執行状況 ▼歳出

　特別会計の執行状況

用語解説用語解説

用語解説用語解説

仙北市財政課　☎43-1113問合せ

01

02

区分 市民税（個人） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
調定額（現年課税分） 6億9,306万6千円 13億770万6千円 9,421万6千円 3億3,442万4千円
納税義務者数 1万1,104人 1万3,449人 8,623人 3,086人
1人当たりの税負担額 6万2,416円 9万7,234円 1万926円 10万8,368円

　住民の負担の状況

区分 期末現在高

土地
宅地 366万9,091㎡
山林 3,632万1,761㎡
その他 3,194万9,213㎡

建物 19万9,234㎡
有価証券 3億4,940万1千円
出資金 1億4,429万円
物品 1,942台
債権 7億4,269万円
基金 49億4,912万9千円

　財産の状況

会計名 限度額 期末借入現在高

一般会計 50億円

国保特別会計 (事業勘定 ) 1億3,000万円

国保特別会計 (神代診療施設勘定) 2,000万円

合計 51億5,000万円

　一時借入金の現在高

会計名 前期末現在高
期中増減高（上期）

期末現在高
借入額 償還額

一般会計 216億5,142万4千円 10億410万1千円 206億4,732万3千円
国保特別会計(神代診療施設勘定) 932万7千円 461万9千円 470万8千円

合計 216億6,075万1千円 10億872万円 206億5,203万1千円

　地方債の状況

会計名
収入（上段：収益的収入　下段：資本的収入） 支出（上段：収益的支出　下段：資本的支出）
予算額 収入額 収入率 予算額 支出額 支出率

病院事業会計
49億7,849万円 22億506万9千円 44.3% 51億4,674万円 23億1,980万3千円 45.1%
3億759万4千円 2億5,350万9千円 82.4% 5億181万7千円 2億3,162万4千円 46.2%

温泉事業会計
5,955万2千円 1,612万3千円 27.1% 6,823万4千円 2,182万7千円 32.0%
2,195万4千円 9万4千円 0.4% 2,246万5千円 1,102万3千円 49.1%

水道事業会計
5億5,602万4千円 2億3,727万円 42.7% 6億5,687万6千円 2億6,327万3千円 40.1%
4億5,315万4千円 396万円 0.9% 6億9,559万3千円 2億1,985万7千円 31.6%

下水道
事業会計

8億8,298万5千円 5億7,846万4千円 65.5% 9億1,510万2千円 3億6,713万6千円 40.1%
4億3,195万円 2億5,791万1千円 59.7% 6億1,013万円 2億6,833万9千円 44.0%

　公営事業の経理の概況

用
語
解
説

用
語
解
説

▶収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に
発生すると見込まれるすべての収益とそれに対応す
るすべての費用のことです。
　したがって、減価償却費のように現金支出を伴わ
ない支出についても費用に含まれます。

▶資本的収支とは…
　効果が次期以降におよび将来の収益に対応する
支出とその財源となる収入のことです。
　施設の整備や企業債の償還元金などの支出、こ
れに要する資金としての企業債収入なども資本的
収支に含まれます。
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　仙北市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例（平成17年仙北市条例第14号）の規定に基づき、
仙北市職員の給与や職員数の状況などについて公表
します。

■諸手当の状況（令和6年4月1日現在）
1期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

支給割合
6月支給 1.200月 1.025月
12月支給 1.200月 1.025月
計 2.400月 2.050月

※職務の級により加算措置があります。

2退職手当（令和6年4月1日現在）

区分 退職事由
自己都合 定年・応募認定

支給割合
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続30年 34.7355月分 40.80375月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
1人当たり平均支給額 718万6千円
※ 1人当たり平均支給額は、一般行政職の令和 5年度の額です。

3扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当（令和6年4月1日現在）
手当名 区分 支給額

扶養手当

配偶者 6,500円
子1人につき 10,000円
それ以外の扶養親族1人につき 6,500円
16歳から22歳までの子1人につき 5,000円加算

通勤手当
交通機関利用 支給限度額　

55,000円

自動車等利用 支給限度額　
31,600円

住居手当 借家・借間 支給限度額　
27,000円

管理職手当

部長級 35,000円
次長級 25,000円
課長級 20,000円
参事 17,000円

■特別職の報酬などの状況（令和6年4月1日現在）
区分 給料・報酬　月額 期末手当

給料
市長 850,000円 6月期  1.600月分

12月期  1.600月分
計    3.200月分副市長 638,000円

報酬
議長 375,000円 6月期  1.575月分

12月期  1.575月分
計    3.150月分

副議長 328,000円
議員 312,000円

■職員の採用・退職の状況（令和5年4月1日～令和6年4月1日）
R5.4.1現在 退職者数 採用者数 R6.4.1現在
672人 26人 19人 665人

※採用者数は、令和5年4月2日から令和6年4月1日までです。

■部門別職員の状況と増減数

部門 職員数 増減数R5.4.1現在 R6.4.1現在
一般行政部門 291人 287人 ▲ 4人

特別行政部門（教育） 54人 56人 2人
公営企業等部門

（病院・水道など） 327人 322人 ▲ 5人
計 672人 665人 ▲  7人

 仙北市総務課　☎43-1111

■人件費の状況（令和5年度普通会計決算統計より）
住民基本台帳人口（R6.1.1現在） 23,443人

歳出額（A） 231億4,466万4千円
人件費（B） 34億4,771万9千円

人件費率（B/A） 14.9％
（参考）令和4年度の人件費率 15.8％

■職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
（令和6年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43歳3月 305,428円 351,162円
技能労務職 48歳0月 272,605円 296,137円

※ 「平均給料月額」とは、4月 1日現在における職種ごとの基本給の平均
です。
※ 「平均給与月額」とは、給料月額と扶養手当、住居手当、時間外勤務手
当などの諸手当の合計額の平均です。

■職員の初任給の状況（令和6年4月1日現在）
区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 197,328円 207,787円
高校卒 167,557円 175,905円

■一般行政職の級別職員数の状況（令和6年4月1日現在）
区分 標準的職務内容 職員数 構成比
7級 部長等 9人 3.5％
6級 次長等 13人 5.0％
5級 課長等 50人 19.4％
4級 課長補佐等 38人 14.7％
3級 係長、主査等 41人 15.9％
2級 主任等 54人 20.9％
1級 主事等 53人 20.6％

計 258人 100％

勤務成績の評定の概要
▶対象…すべての一般職の職員
▶  評価者…直属の上司を 1次評価者、さらにその上司
を 2次評価者とする。

▶評価期間…
《能力評価》令和5年4月1日～令和6年3月31日
《業績評価》令和5年4月1日～令和6年3月31日

▶  評価方法…能力評価および業績評価について、役職
段階別に評価要素を定め 5段階評価を行う。

の運営などの状況について
人事行政人事行政■勤務時間

1週間の正規
の勤務時間

1日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 １時間
※変則的な勤務を要しない職員の勤務時間などです。

■年次有給休暇の取得状況
（令和5年1月1日～令和5年12月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
26,169日 9,447日 691人 13.7日 36.1％

■主な特別休暇
休暇の種類 内容

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献する特
定の活動を行う場合で、勤務しないことが相
当であるとき（5日以内）

結婚休暇 職員が結婚する場合（連続する5日以内）

出産休暇 女性職員が出産する場合
（産前8週間および産後8週間）

配偶者出産休暇 妻の出産に伴い入院の付き添いをする場合（2
日以内）

家族看護等休暇
家族の看護、または家族が予防接種、健康診
査もしくは健康診断を受ける際に介助する場
合（5日〈家族が2人以上の場合は10日〉以内）

服忌休暇 親族が死亡した場合
（親族区分により定める日数。最高で7日）

リフレッシュ休暇 心身の健康の維持・増進など（連続する5日以内）

■介護休暇、修学部分休業、高齢者部分休業の取得状況
（令和5年度）

介護休暇取得者数 修学部分休業取得者数 高齢者部分休業取得者数
0人 0人 0人

■育児休業の取得状況（令和5年度）

区分 育児休業 部分休業
取得者数取得可能者数 取得者数 取得率

男性職員 7人   3人 42.9％ 0人
女性職員 9人   9人 100.0％ 1人
計 16人 12人 75.0％ 1人

※ 「取得可能者数」とは、令和 5年度に新たに育児休業が取得可能となっ
た職員の人数です。
※ 「取得者数」とは、令和 5年度に新たに育児休業が取得可能となった職
員のうち、令和 5年度に新たに育児休業を取得した職員の人数です。
※ 「部分休業取得者数」とは、令和 5年度に新たに部分休業を取得した職
員の人数です。

■自己啓発等休業、配偶者同行休業の取得状況（令和5年度）
自己啓発等休業取得者数 配偶者同行休業取得者数

0人 0人

■分限処分者数（令和5年度）
区分 降任 免職 休職 降格 計

勤務実績がよくない場合 － － － － －
心身の故障の場合 － － 4 － 4
職に必要な的確性を欠く場合 － － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員が生じた場合 － － － － －
刑事事件に関し起訴された場合 － － － － －

計 － － 4 － 4

研修名 実施機関 受講
職員数

新規採用職員研修 市長会（秋田県自治研修所） 12人
市町村職員一般研修
（職階別、実践文章力、政
策法務、クレーム対応など）

市長会、町村会、県・市町
村合同（秋田県自治研修所） 35人

政策実務系研修 全国市町村国際文化研究所
など 2人

市町村職員実務研修 秋田県企画振興部市町村課
など 7人

市独自研修 総務部総務課など 460人
その他一般研修 秋田県市町村振興協会など 35人

■健康診断の実績（令和5年度）
区分 受診職員数

定期健康診断 449人
人間ドック 215人
脳ドック   12人

■公務災害の発生状況（令和5年度）

区分 発生件数
傷病 死亡

公務災害 9件 0件
通勤災害 1件 0件

■再就職情報の届出
　課長級以上であった職員は、退職後2年間のうちに再就
職した場合、退職時の任命権者へ再就職情報の届出をしな
ければなりません。

■職員（課長級以上）の再就職の状況（令和6年4月1日現在）

退職者数（退職後2年以内） うち再就職者数
再任用職員 民間企業など

11人 6人 2人

■ 勤務条件に関する措置要求の状況　    …該当ありません。
■ 不利益処分に関する不服申立ての状況 …該当ありません。

（秋田県人事委員会）

■懲戒処分の状況（令和5年度）
区分 戒告 減給 停職 免職 計

給与・任用に関する不正 － － － － －
一般服務違反 1 － 1 － 2
一般非行 － － 1 1 2
収賄など － － － － －
道路交通法違反（職務執行外） － － － － －
監督責任 － － － － －

計 1 － 2 1 4
　職員の任免と職員数に関する状況

　職員の給与の状況

　人事評価の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　職員の休業の状況

　職員の分限と懲戒処分の状況

　退職管理の状況

　職員の研修の状況（令和5年度）

　職員の福祉と利益の保護の状況

公平委員会の事務に係る業務状況の報告

問合せ
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平
成
20
・
21
年
度
に
仙
北
市
の
事
業
と
し
て

開
講
し
て
い
た
「
地
域
づ
く
り
塾
」
の
受
講
生
有

志
が
、
事
業
終
了
後
も
さ
ら
に
研
修
を
深
め
地
域

づ
く
り
の
活
動
を
続
け
よ
う
と
立
ち
上
げ
た
の

が「
法
仙
塾
」で
す
。「
仙
北
市
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

を
作
成
し
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
正
し
く
深
い

理
解
に
向
け
て
啓
発
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
小
中
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
一

助
に
と
、「
仙
北
市
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
市
教

育
委
員
会
に
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

法
仙
塾
か
ら『
仙
北
市
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
』を

い
た
だ
き
ま
し
た

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第157号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

　

今
年
度
、
桧
木
内
小
・
中
学
校
で
は
、
秋
田
県

教
育
委
員
会
か
ら
の
指
定
で
、
地
域
連
携
安
全
・

安
心
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
児
童
生

徒
等
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
自
然
災
害
、
登

下
校
中
の
事
件
・
事
故
、
熱
中
症
や
鳥
獣
対
策
な

ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
な
が
ら
学
校
安
全
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
県
教
委
が
事
業
を

始
め
て
８
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
一
環

と
し
て
９
月
に
行
わ
れ
た
の
が
桧
木
内
小
・
中
合

同
で
の
「
命
を
守
る
ク
マ
対
策
集
会
」
で
す
。

　

秋
田
県
生
活
環
境
部
自
然

保
護
課
鳥
獣
保
護
管
理
班
渡

部
草
河
主
事
を
講
師
に
迎
え
、

自
分
の
命
を
守
る
手
立
て
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
会
の

冒
頭
、
渡
部
さ
ん
か
ら
の
「
野

生
の
熊
に
遭
遇
し
た
こ
と
の

あ
る
人
は
い
ま
す
か
」
の
質

問
に
は
、
ほ
ぼ
全
員
の
挙
手
が
あ
り
ま
し
た
。
ク

マ
対
策
の
重
点
と
し
て
①
ク
マ
に
バ
ッ
タ
リ
会
わ

な
い
②
会
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
③
も
し
も

の
時
は
避
難
す
る
・
頭
を
守
る
、
の
３
点
を
確
認

し
、
立
ち
入
り
規
制
が
あ
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
を

し
っ
か
り
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
会
を
終
わ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
集
会
を

含
め
た
今
年
度

の
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
は
今

後
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
全
県

に
波
及
さ
れ
ま

す
。

　

昨
年
度
、
米
澤
孝
子
校
長
が
「
ふ
る
さ

と
生
保
内
に
は
全
国
に
誇
る
生
保
内
節
が

あ
る
。
生
保
内
中
生
に
は
、
自
分
か
ら
生

保
内
節
を
唄
っ
て
聞
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
生
保
内
プ

ラ
イ
ド
の
現
れ
だ
。」
と
全
校
生
徒
に
向
け

て
語
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
生

保
内
中
全
校
生
保
内
節
」。
今
年
度
育
ま
れ

た
生
保
内
プ
ラ
イ
ド
が
駒
草
祭
（
学
校
祭
）

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
引
き
続
き
日
本
民
謡
協
会
秋

田
田
沢
湖
会
の
石
橋
謡
文
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
方
々
か
ら
の
指
導
を
受
け
、

夏
休
み
前
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

駒
草
祭
で
の
披
露
に
向
け
て
は
、
生
保
内

節
部
門
の
生
徒
リ
ー
ダ
ー
と
担
当
の
先
生

が
話
し
合
い
、
全
校
生
徒
で
の
唄
・
踊
り

の
後
に
３
年
生
全
員
の
唄
で
締
め
く
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

生
保
内
節
は
生
保
内
プ
ラ
イ
ド

高
ら
か
に
唄
う　
　
生
保
内
中
学
校

夏休み前から特別に練習を重
ねてきた「生保内節リーダー」
が全校の唄をリードします。
これまでの練習量が自信とな
り、声に表れています。

左から高橋英男さん、大
石淳さん、田口秀成さん。
須田教育長に手渡された
カルタの取り札には高橋
さんの絵が添えられてい
ます。

駒
草
祭
最
後
の
演
目
と
し
て
「
地
域
の
文

化
を
引
き
継
ぎ
、
伝
え
て
い
き
た
い
。
未
熟

で
大
会
に
出
場
で
き
る
ほ
ど
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
練
習
の
成
果
を
全
力
で
発
揮
し
た

い
」
と
生
徒
の
意
気
込
み
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
る
と
、
明
る
く
力
強
い
唄
と
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
長
千
葉
遥
太
さ
ん
（
３
年
）
は
、

駒
草
祭
を
締
め
く
く
る
挨
拶
の
中
で
「
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
田
沢
湖
の
素
晴
ら
し
い
風

景
・
伝
統
を
再
確
認
で
き
た
。
太
鼓
・
尺
八
・

三
味
線
と
合
わ
せ
て
唄
う
と
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。
文
化
の
継
承
者
に
な
っ
て
い
き

た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
生
保
内
節
を
聞
き
終
え
た
米
澤
校

長
は
「
大
人
の
声
を
腹
か
ら
精
一
杯
出
せ
る

３
年
生
。
１・
２
年
生
の
手
本
に
な
れ
る
よ

う
ぜ
ひ
披
露
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
自
分
た
ち
に
続
く
下
級
生
に
伝
統

と
し
て
受
け
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
が
唄
声
か
ら
よ
く
伝
わ
っ
て
き

た
。
３
年
生
の
み
な
ら
ず
、
全
校
生
徒
が
よ

く
頑
張
っ
た
。」
と
、
取
材
に
答
え
ま
し
た
。

　

他
の
学
校
に
先
駆
け
て
、
西

明
寺
小
学
校
で
は
早
速
６
年
生

と
判
田
久
樹
校
長
が
一
緒
に
カ

ル
タ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
読
み

札
の
初
め
の
５
文
字
を
隠
し
た

プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
仙
北
市
の

特
長
や
誇
り
と
す
る
こ
と
を

全
員
で
考
え
た
後
、
カ
ル
タ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
柚

香
さ
ん
は
「
初
め
の
５
文
字
を

少
し
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
意
識
し
た
ら
チ
ー

ム
で
16
枚
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。」

と
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
時
間
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

命
を
守
る
ク
マ
対
策
集
会　　

桧
木
内
小
・
中
学
校

クマの毛皮に触れ、手触りの
硬さに驚いたり、口の中を覗
いたり。貴重な体験になりま
した。

判田校長が読み札を読み始め
ると同時に、絵札に向かって
数人の手が伸びていきます。

※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です。

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所健康管理センター（角館）

◆問合せ仙北市保健課  ☎43-2252

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
11日㈬ 救急法講座・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
10日㈫・24日㈫ 9:30～・個別面談 (保健師、管理栄養士 )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・サポートプラン作成2日㈪・17日㈫ 13:15～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④出産応援ギフト申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 1212
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁69-1（角館児童館2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

16日㈪ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

2日㈪・9日㈪・
16日㈪・23日㈪

9:30～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※12/16㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子の交流の
場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て関連情報の提供、
子育てに関する講習などを実施しています。子育てアドバイザーが
常駐し、明るくゆっくりとした環境を準備してお待ちしていますの
で、どうぞお気軽においでください！さくラッコのイベントはすべ
て無料です。

12
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

子
育
て
支
援
施
設

「
さ
く
ラ
ッ
コ
」

はっぴぃルーム
（お友だち作りや情報交換の場として）

（毎週水・木・金曜日10時～15時 開放）12月の開放日
水曜日　4日・11日・18日・25日
木曜日　5日・12日・19日・26日
金曜日　6日・13日・20日・27日

わくわく広場

予約不要

13日金 10:00 ～ 12:00
「クリスマスリースを作ろう　 」

すくすく成長記録Day

5 日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

さくラッコCafé 毎週水曜日予約不要

予約不要

問
合
せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり
ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す
る基盤づくりのため、次の★のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間9:30～11:30

4日水
11日水
18日水
25日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

★子育てサークルなどへの支援

・ 子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・ お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

だしのこ園で遊ぼう！
クリスマスの飾りを作りましょう
リズム遊びを楽しもう♪
お楽しみクリスマスパーティー

6日金

20日金

身体測定・こども園で遊ぼう

12月生まれの誕生会・クリスマス会

11日水

18日水
25日水

お昼寝アート
（さくラッコのスタッフさんのご協力で実施します）
クリスマスリースを作ってみましょう
クリスマスを楽しもう

12日木

19日木

クリスマスの飾りを作ってみよう

12月生まれの誕生会・クリスマス会をしよう

11日水
19日木
24日火

クリスマスリースを作ろう
手作りおやつを作ろう
園のクリスマス会に参加しよう

※ 集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

「クリスマスリースを作ろう　 」

予約4組（託児あり）

★育児不安などについての相談指導
・  子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。
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受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
９
時
か

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
９
時
か

らら
1717
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申

時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集12月の休館日

2日 月   9日 月  16日 月
23日 月
★年末年始休館
28日㈯ ～ 1月4日㈯

12月の休館日
2日 月  9日 月 16日 月 23日 月

★年末年始休館
28日㈯ ～ 1月4日㈯

12月の休館日
2日 月   9日 月  16日 月
23日 月
★年末年始休館
28日㈯ ～ 1月4日㈯

仙
北
市
「
新
年
書
き
ぞ
め
展
」

作
品
募
集

ん
み
ゃ
も
の
料
理
教
室

　

変
わ
り
種
を
使
っ
た「
春
巻
き
」と

「
お
や
き
」の
、
ん
み
ゃ
も
の
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
▼
12
月
18
日
㈬
▼
10
時
〜
12
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
千
田
ミ
ワ
氏

●
受
講
料
／
１
０
０
０
円

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

●
定
員
／
15
人

●
申
込
期
間
／
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　
山
野
草
の
正
月
飾
り
で
新
年
を
迎
え
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
／
▼
12
月
18
日
㈬
▼
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

●
場
所
／
▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
戸
澤
徳
昭
氏

●
受
講
料
／
２
５
０
０
円（
山
野
草・
容

器・資
材
代
）

※
資
材
不
要
の
方
は
、
２
０
０
０
円

●
持
ち
物
／
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
エ
プ
ロ
ン

●
定
員
／
15
人

●
申
込
期
間
／
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

山
野
草
の
寄
せ
植
え
教
室

（
正
月
飾
り
編
）

※昨年の作品

　
市
内
小
中
学
生
の「
新
年
書
き
ぞ
め
展
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
期
間
／

▼
12
月
9
日
㈪
〜
令
和
7
年
1
月
6
日
㈪

●
出
品
方
法
／
作
品
と
申
込
書（
公
民
館

ま
た
は
学
校
で
配
布
）を
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い（
記
念
品
贈

呈
）。

●
展
示
期
間
／

▼
令
和
7
年
1
月
９
日
㈭
13
時
〜
1
月
16

日
㈭
13
時

※
1
月
10
日
㈮
〜
１
月
15
日
㈬
は
８
時

30
分
〜
17
時

●
展
示
場
所
／
▼
中
央
公
民
館

●
作
品
課
題
／

▼
小
１「
ひ
か
り
」

▼
小
２「
か
ま
く
ら
」

▼
小
３「
は
る
の
光
」

▼
小
４「
花
さ
く
里
」

▼
小
５「
春
待
つ
心
」

▼
小
６「
希
望
の
年
」

▼
中
１「
輝
く
未
来
」

▼
中
２「
青
雲
大
志
」

▼
中
３「
文
化
の
創
造
」

※
中
学
生
は
行
書

※
課
題
は「
書
友
社
」の
作
品
募
集
要
項

に
よ
り
ま
す
。

●
用
紙
規
格
／
縦
68
㎝
×
横
17
㎝
程
度

●
問
合
せ
／

▼
中
央
公
民
館
☎
43ｰ

３
５
３
５

▼
田
沢
湖
公
民
館
☎
43ｰ

１
０
６
１

▼
角
館
公
民
館
☎
54ｰ
１
１
１
０

第
47
回
児
童
生
徒

　
県
南
美
術
展
開
催
中
！

今
年
で
47
回
目
と
な
る
児
童
生
徒
県
南

美
術
展
が
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
県
南
７
市
町
村（
仙
北
市・大
仙

市・
美
郷
町・
横
手
市・
湯
沢
市・
羽
後
町・

東
成
瀬
村
）か
ら
多
数
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
は
令
和
7
年
１
月

24
日
㈮
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
開
催
中
〜
令
和
7
年
1
月
24
日
㈮

ま
で

●
同
時
開
催
／
常
設
展
示
▼
平
福
穂
庵
・

百
穂
展（
第
1
展
示
室
）

●
開
館
時
間
／
9
時
〜
16
時
30
分（
入
館

は
16
時
ま
で
）

●
休
館
日
／
▼
毎
週
月
曜
日
▼
12
月
28
日
㈯

〜
令
和
7
年
1
月
4
日
㈯

●
入
館
料
／
▼
一
般
２
５
０
円（
高
校
生
以

上
）▼
中
学
生
以
下
、
仙
北
市
民
は
無
料

●
問
合
せ
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

☎
54ｰ

３
８
８
８

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生生
涯涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

学
習

----------------------------------
学
習

--------------------------------------------------------------------
学
習

--------------------------------------------------------------------

学
習

--------------------------------------------------------------------

学
習

-------------------------------------------------------------------

学
習

------------------------------------------------------------------

学
習------------------------------------------------------------------

学
習------------------------------------------------------------------

学
習-------------------------------------------------------------------

学
習--------------------------------------------------------------------

学
習--------------------------------------------------------------------

学
習--------------------------------------------------------------------

学
習--------------------------------------------------------------------

学
習--------------------------------------------------------------------

学
習----------------------------------
学
習

仙北市出身で直木賞作家の西木正明氏の追悼展を開催します。
　2023年 12月に逝去した西木氏は、綿密な取材に基づく小説を多く執筆し、1988年
に直木賞、1995年に新田次郎文学賞、2000年に柴田錬三郎賞を受賞しました。
　第29回国民文化祭あきた2014の総合プロデューサーや仙北市観光大使なども務め、
地域文化の発展に貢献しました。
　今回の展示では、今年２月に寄贈された愛蔵品や手書き原稿などを公開します。

没後一年　追悼西木正明展
会期  開催中～令和７年3月19日（水）

田沢湖図書館 
☎ 43-1307

▶友近の思い立ったらひとり旅《友近》
▶細かいところが気になりすぎて《橋本直》
▶ 母親になって後悔してる、といえたなら―語りはじめた
日本の女性たち―《高橋歩唯、依田真由美》
▶ 虚の伽藍《月村了衛》
▶富士山《平野啓一郎》
▶世界の果てまで行って喰う―地球三周の自転車旅―
　《石田ゆうすけ》
▶ すごいコアラ！―飼育頭数日本一の平川動物公園が教え
てくれる不思議とカワイイのひみつ―《平川動物公園》
▶歌集　月は綺麗で死んでもいいわ《SHUN》

※このほかたくさんの新刊が入っています。

　　新着図書を紹介します

　　　※このほかたくさんの新刊が入っています。

学習資料館
☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館）

☎43-3333

▶まず良識をみじん切りにします《浅倉秋成》
▶夜更けより静かな場所《岩井圭也》　▶燻製大全《服部弘》
▶おとこ川をんな川《唯川恵》　▶ベストなら作れそう《塚田紀子》
▶愛のモヤモヤ相談室《美輪明宏》　▶DIYでつくる収納《玉井香織》
▶インド刺繍リボンのこものたち《宮田彩織》
▶モモ絵本版《シモーナ・チェッカレッリ／絵　ミヒャエル・エンデ／文》
▶ はたらくくるまたちのはたけしごと《AG.フォード／絵、シェリー・
ダスキー・リンカー／文、福本友美子／訳》　
※このほかたくさんの新刊が入っています。

　　新着図書を紹介します
『
音
の
な
い
理
髪
店
』《
一
色
さ

ゆ
り
》
／
講
談
社

『
ゆ
き
の
も
り
の
お
く
り
も
の
』

《
リ
ン
デ
・
フ
ァ
ー
ス
／
文・絵　

西
村
由
美
／
訳
》
／
岩
波
書
店

お子さんと一緒に利用できる、泣いても笑って
もいい時間です。

とことこタイムとことこタイム1212月月

9:00～12:00
7日㈯▼ 21日㈯▼14日㈯▼

※入場無料
玉 手おはなし 箱

12月21日㈯
田沢湖図書館 1階

10:00～

『うそコンシェルジュ』
《津村記久子》

『五葉のまつり』
《今村翔吾》

※新潮社から寄贈された図書

・クリスマス会をします
・手品、エプロンシアター
※プレゼントもあります

テーマ展示

2025年はすぐそこ！

すてきなクリスマスに！

10:00～

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

「運気を上げる本」

大人もどうぞ

テーマ展示

運気アップにつながる本を
展示します！

おはなしかい うさぎのみみ

やさいの花お話会

・子どもから大人まで
楽しめるお話会です

・干支のお話や
昔話などもりだくさん　　昔話などもりだくさん

※1月11日から土曜日は
17時閉館となります

12月14日㈯

12月26日㈭
10:30～ 11:15

今月は
第2土曜日！

「新しい年を迎える」

「メリークリスマス！」

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535
・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110
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保
健
の
お
知
ら
せ

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

　
病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
こ

こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の

不
安
、
子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

話
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
場
所
・
日
時
／

▼
角
館
庁
舎
／
1212
月月
22
日
㈪
日
㈪
・・
1212
日
㈭
（
午

日
㈭
（
午

前
の
み
）

前
の
み
）・・
1616
日
㈪
日
㈪
（
午
前
の
み
）

（
午
前
の
み
）・・

2323
日日
㈪㈪
（
午
前
の
み
）

（
午
前
の
み
）

▼
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
／

12
月
18
日
㈬
（
午
後
の
み
）

（
午
後
の
み
） 

▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西
木
中
央
公

民
館
）
／
11
月月
1414
日
㈫
日
㈫ ( (

午
前
の
み

午
前
の
み))

●
相
談
時
間
／
【
午
前
】
▼
10
時
〜
▼
11
時
〜

【
午
後
】
▼
13
時
30
分
〜
▼
14
時
30
分
〜

●
相
談
方
法
／
1
回
50
分
。
面
談
ま
た
は
電

話
（
要
予
約
・
相
談
無
料
※
秘
密
厳
守
）

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
受
け
止
め
ま
す
！

こ
こ
ろ
の
相
談

　

笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1212
月月
2020
日日
㈮㈮
▼
受
付
９
時
40
分

〜
10
時
▼
11
時
30
分
終
了

●
場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー （
角
館
）

（
角
館
）

●
内
容
内
容
／／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料
※
事
前
申
込
不
要

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

笑
い
ヨ
ガ
で
、
心
も・
体
も・
脳
も
健
康
に
！

笑
い
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
心
に
た
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ

と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の

会
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
会
員
が
悩
み
な
ど
を
お
伺
い
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
開
催
時
間
内

の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1212
月月
1818
日
㈬
日
㈬
▼
1010
時
〜
時
〜
1414
時時

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料

●
場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

若
者
の
居
場
所

　

辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、

家
に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中

で
生
き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の

若
者
が
対
象
で
す
。

　
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま

ず
は
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1212
月月
1717
日
㈫
日
㈫
▼
1414
時
〜
時
〜
1616
時時

●
場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料 

※
事
前
申
込
不
要

●
主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き

た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

団
体
）

問問 

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

　
「
え
く
ぼ
の
会
」で
は
、
毎
月
サ
ロ
ン
を

開
催
し
個
人
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
語
っ

て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予

約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
時
間
に
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1212
月月
44
日
㈬
日
㈬
▼
1313
時
〜
時
〜
1515
時時
3030
分分

●
参
加
料
／

参
加
料
／
１
０
０

１
０
０
円
／
予
約
不
要

●
場
所
／

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

(
田
沢
湖
病
院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
内
容
／／
血
圧
測
定
、
健
康
講
話
（
保
健

師
）、
脳
ト
レ
、
手
芸
な
ど

問問
保
健
課
☎
43ｰ
２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の「
安
否
確
認

や
困
っ
た
と
き
に
、
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ
れ
！
」

は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
こ
こ
ろ
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

●
日
時
／

日
時
／
▼
1212
月月
1111
日
㈬
日
㈬
・・
2525
日
㈬
日
㈬
▼
1010
時時

〜〜
1515
時時

●
場
所
／

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー((

田田

沢
湖
病
院
併
設
）

沢
湖
病
院
併
設
） 

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

●
参
加
料
／

参
加
料
／
１
０
０

１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

円
（
昼
食
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
内
容
／

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●
相
談
／

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

料
／
秘
密
厳
守
）

料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！

健
康
・
介
護
の
お
知
ら
せ

無
痛
M
R
I

　
乳
が
ん
検
診
費
用
助
成
の
ご
案
内

にしき園だより 　第42号　

平均
利用者数

平均
介護度

9月 97.5人 2.77

10月 92.1人 2.73

  面会についてのお願いです。感
染予防のため、ガラス越しでハン
ディインターホンを使用しての面
会になりますのでよろしくお願い
します。利用者様おひとりずつ
の対応となりますので、ご予約
をいただけますとスムーズです。

問  にしき園　☎0187-47-3211

オンライン面会のお知らせ

にしき園では、利用者様とご家族様が対面し会話をする機会
の確保を目的に、スマートフォンやタブレット端末を使用した
オンライン面会（完全予約制）を開始しています。
ＬＩＮＥを使用できる方は、ご自宅から利用できますので、
ぜひご活用ください。
　また、ご自宅にＬＩＮＥに対応した環境がない方や機器など
の操作が不安な方は、従来通りの窓越しの面会もご利用できま
す。オンライン面会をご希望の際は、下記の電話番号までお問
い合わせください。

にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に
日常的な医療やリハビリなどを行い、生活機能の
維持向上・在宅復帰をめざす施設です

　
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

進
す
る
た
め「
無
痛
M
R
I
乳
が
ん
検
診
」

に
か
か
る
検
診
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
従
来
よ
り
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
悪
性
腫
瘍(

乳
が
ん)

を
発
見
す
る
精

度
が
高
い
検
査
で
す
。
ぜ
ひ
、
定
期
的
な

受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
検
査
日
現
在
に
お
い
て
仙
北

市
民
で
あ
る
方

●
助
成
回
数
／
1
年
度
1
回
限
り

●
助
成
額
／
検
査
費
用
の
半
額
ま
た
は
、

１
万
１
千
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を

助
成

●
検
査
方
法
／
無
痛
M
R
I
乳
が
ん
検
診

(

ド
ゥ
イ
ブ
ス
法)

●
実
施
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病
院
、

中
通
総
合
病
院

●
申
請
方
法
／
検
診
受
診
後
、
次
の
書
類

を
持
参
し
、
仙
北
市
保
健
課(

角
館
庁

舎
1
階
6
番
窓
口)

で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
検
査
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の(

診

療
明
細
書
な
ど)

と
支
払
い
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
領
収
書

②
通
帳
な
ど
振
り
込
み
先
口
座
の
わ
か
る

も
の

③
印
鑑

●
申
請
期
間
／
受
診
し
た
年
度
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
無
痛
M
R
I
乳
が
ん
検
診
の
詳
細
は
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す
♪

　
仙
北
市
内
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
総

称
）
が
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
厚
生
労
働
省
が
進

め
て
い
る
認
知
症
施
策
の
一
つ
で
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
な
ど
誰
で
も

気
軽
に
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
集

い
の
場
で
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
も

応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
月
の
開
催
日
程
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い
に
つ
い
て

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
、
仙
北
地
域
か
が
や
き
隊
の
皆
さ
ん
で
、

カ
フ
ェ
の
お
手
伝
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
感
染
症
の
状
況
な
ど
に
よ
り
お
休
み
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
直

接
カ
フ
ェ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 42-8666 12月8日㈰
9時30分～11時30分 100円

包和花カフェ 包括支援
センター ワンダーモール  休憩スペース 43-2283 12月13日㈮

10時～12時 無料

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティセンター 55-5449 12月17日㈫ 
14時～16時 100円

包和花カフェ 包括支援
センター 仙北市民浴場  東風の湯 43-2283 12月26日㈭

10時～12時 無料

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームひまわり
地域交流室 55-5272 12月28日㈯

14時～16時 100円

※「あたまとからだの若返り教室」同時開催

トコトコ

詳
細
は
こ
ち
ら



相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

募
集

イ
ベ
ン
ト

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の3人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。
【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690 角館町七日町34 ▼芳賀昭範 
☎48-2359 西木町桧木内字松葉161-1

【12月相談所開設日・場所】 ▼ 19日木・
角館交流センター ▼ 26日木・田沢湖
総合開発センター ▼ 27日金・市役所
桧木内出張所 

【時間】 13:00～15:00
【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
12月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日3日前
まで予約のご連絡をください。
【 日 時・ 場 所 】 ▼ 11日 水 13:00 ～
15:00・田沢湖福祉医療センター ▼

12日木13:00 ～ 15:00・仙北市社会
福祉協議会角館支所 ▼ 16日月 10:00
～ 12:00・紙風船館 ▼ 18日水 13:00
～15:00・田沢湖総合開発センター 

【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会

▼角館支所 ☎52-1624 ▼田沢湖支所 
☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和6年第12回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理
（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。
【日時】 12月24日火 15:00～16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。
【日時】 12月25日水 13:30～
【場所】 角館交流センター 第 2研修室
【相談員】 久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談 ▼サラ金・ク
レジットなど多重債務のご相談 ▼中小企
業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・
障がい者に関するご相談 ▼交通事故に
関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約
してください。

【予約受付時間】 平日9:00～17:00
【相談時間等】 1日先着4人。1人30分以内。
（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35 
③14:40～ 15:10  ④15:15～ 15:45）

【その他】 相談に必要と思われる資料が
ありましたらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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募
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お
知
ら
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知
ら
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イ
ベ
ン
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ミ
ナ
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・
教
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セ
ミ
ナ
ー
・
教
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秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練
【訓練期間】 ①令和7年2月4日火 ～7月
30日水 6か月 ②③令和7年2月4日
火 ～8月29日金 7か月

【訓練科・定員】 ①溶接クラフト科 /12人 
②住宅リフォームデザイン科（ビジネスス
キル講習付き）/15人 ③電気設備エンジ
ニア科（企業講習・ビジネススキル講習
付き）/13人

【訓練時間】 9:30～15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 12月25日水
【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】 ハローワークに求職申込を
された方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望される方

【問合せ】 秋田職業能力開発促進セン
ター（ポリテクセンター秋田） 訓練課 
受講生支援室 ☎018-873-3178
※毎週木曜日に施設見学会を行っていま
す（雇用保険受給中の方は、就職活動
として認められます）。

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室
秋田働き方改革推進支援センター
無料相談
　労務管理などでお悩みのことはありま
せんか。当センターでは、社会保険労務
士が無料で電話・メールでの相談、個別
訪問支援などニーズに合わせた支援を実
施しています。人事、労務、助成金など
について、お悩み解決のお手伝いをしま
す。
【相談受付時間】平日 9:00～17:00
【相談窓口】 秋田働き方改革推進支援セ
ンター ☎0120-695-783または018-
865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
10月受付分　敬称略
◆ 阿部美穂子（上菅沢）
◆ 鈴木美佐子（大仙市長野字立石）
◆ 白岩小学校
◆ 角館地区保護司会

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

無料人権・困りごと特設
相談所
　悩みごと・困りごとはありませんか？
人権擁護委員が相談に応じます。相談無
料、秘密厳守。1人で悩まず相談してく
ださい。
【日時】 12月6日金 10:00～ 15:00
【場所】 ▼田沢湖総合開発センター ▼仙
北市役所角館庁舎 1階会議室 ▼仙北
市社会福祉協議会 西木支所 

【人権擁護委員】
《角館地区》 ▼黒澤福子（山谷川崎） ▼

茂木一代（小勝田） ▼千葉悟見（薗田） 
《田沢湖地区》 ▼田口陽三（生保内） ▼

田口和典（生保内） ▼伊藤政和（神代） 
《西木地区》 ▼伊藤一智（西明寺） ▼浅
利浩子（桧木内）

【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局☎
0187-63-2100 ▼みんなの人権110
番☎0570-003-110 ▼子どもの人権
110番☎0120-007-110 ▼女性の人
権ホットライン☎0570-070-810 

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和7年1月開催予定 在職者訓練
【内容・期日】 ▼① JW-CAD中級講習《令
和7年1月15日水・16日木2日間》 ▼

②2級建築士受験準備講習（法令編）
《令和7年1月30日木・31日金2日間》

【定員】 ①②各10人
【時間】 9:00～ 16:00
【場所】 大曲技術専門校
【受講資格】 現在お勤めしている方
【受講料】 無料（テキスト代は別途）
【申込・問合せ】 大曲技術専門校 民間訓
練支援室  ☎0187-62-6321
※このほか、再就職に向けた必要な技能
　や知識が習得できる公共職業訓練も実
　施しています（ハローワークへの求職
　申し込みが必要です）。

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

クリスマスパーティー
　12月のイベントと言えばクリスマス！
簡単な英単語を使いながら、親子で楽し
く英語に触れてみませんか？英語初心者
の方も大歓迎です！
【日時】 12月21日土 13:00～15:00
【場所】 角館交流センター
【対象】 年長～小学中学年くらいまでのお
子さんとその保護者※先着順、要予約

【参加料】 1人500円（材料代として）
【申込】 詳細は、インスタグラム suisui_
academy をご覧いただくか、お問い
合わせにご連絡をお願いします。

【問合せ】 スイスイアカデミー ☎050-
3154-1080

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

JR東日本や田沢湖・角館観光協会など主催
「ぶらり角館・おちょこで試飲ウォーク」のお知らせ
　新米新酒や熱燗のお酒がおいしい季節…この時期ならではの秋田の冬酒や
お茶の試飲を愉しみながら、町内を周遊するイベントを開催します。
【日時】 12月7日土 11:00～15:00
【試飲ブース設置場所】 ① JR角館駅前ブース ②地酒のふじた ③さなづら本舗「福寿」 
④樺細工八柳商店 ⑤樹の下や「よしなり」 ⑥安藤醸造（本店） 

【参加料】 500円（おちょこ、おちょこホルダーつき）※試飲ブース①、⑤で購入できます。
【問合せ】 田沢湖・角館観光協会 ☎42-8280（担当：門脇）

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

放送大学から
入学生募集のお知らせ
　放送大学では、2025年4月入学生を募集
しています。幅広い世代の8万5千人以上が、
大学卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で
学んでいます。心理学・福祉・経済・歴史・
文学・情報・自然科学など、300以上の授
業科目があり、テレビやインターネットで1
科目から学ぶことができます。資料は無料で
差し上げますので、お気軽にご請求ください。
【出願期限】 令和7年3月11日火
【問合せ】 放送大学 秋田学習センター
☎018-831-1997

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

シルバー人材センターで働いてみませんか？
　「原則60歳以上の健康で働く意欲のある方」を条件に、元気な方々の入会をお待ちしてい
ます。冬期間は「除雪」が中心となりますが、施設の「屋内清掃」や「受付事務」、「学校など
の開錠」のほか、「市の広報配布」など、短時間や継続的な仕事があります。お気軽にお問い
合わせください。詳細はホームページ（https://webc. sjc.ne.jp/kitasen/）をご覧ください。
【入会説明会】 ▼ 12月20日金 ▼令和7年1月20日月 ▼令和7年3月21日金
※2月の説明会はありませんので、ご了承願います。
【申込・問合せ】 （公社）仙北市シルバー人材センター事務局 ☎55-1646
※当事務所が10月1日付で、角館町川原中道66（旧中川集落センター）へ移転しました。

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

やさしいヨガ教室
【日時】12月13日金・14日土10:00～受付
※どちらか1日のみの参加も可能です。
【場所】 角館交流センター 第3研修室
【講師】 草薙千里 氏
　（全米ヨガアライアンスRYT200保持）
【参加対象】 成人女性の方 15人限定
【参加料】 1日1,000円
【持ち物】 ヨガマット（バスタオル可）、
飲み物など

【申込期限】 12月10日火 14:00
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉
☎42-8690

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

第12回仙北市バスケットボール大会
【日時・場所】 令和7年1月26日日 ／ 角館中学校体育館
【参加資格】 仙北市内在住（高校1年生以上～可）または在勤の方
【チーム編成】 5人以上（男女混合可）※ JBA登録選手のコート出場は1人まで
【試合方式】 トーナメント方式（参加状況によりリーグ戦の可能性あり）、6分×4クォー
ター（クォーター間1分・ハーフタイム5分）

【参加料・申込期限】 1チーム3,000円 ／ 令和7年1月5日日
【申込方法】 チーム名、代表者名、住所、連絡先電話番号を明記し、メールで申し込み
【申込・問合せ】 仙北市バスケットボール協会事務局（藤村） ☎080-6025-9767
　E-mail:city.senboku.basketball@gmail.com

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

うすいまさとライブ＆トーク 
自閉症のきみの心をさ
がして～11年のときを経て～
　うすいまさとさんは、発達障がい啓発
シンガーソングライターとして活動。ご
自身の子育てを語っていただくほか、今
回は自閉症の長男がフルート演奏で参加
してくれます。
【日時】 12月 14日土 13:30～ 15:30
【場所】 西木温泉ふれあいプラザクリオン
【参加料】 500円（資料代として）
【申込・問合せ】 子育て応援団 あじさい
の会 安藤 ☎090-2989-2918
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▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

角館中学校卒業生と一緒
にお祓いを行いませんか
33歳厄祓い
【日時】 令和7年 2月 1日土 11:00～　
　（10:00より受付）
【参加料】 7,000 円（祈祷料 3,000 円、
　奉納品その他供物など4,000円）
※振込手数料は別途負担
【場所】 角館總鎭守神明社
【申込期限】 12月 20日金
【問合せ】 33歳厄祓い実行委員会 代表 
佐藤勇太 ☎090-2796-0135

42歳厄祓い
【日時】 令和7年 2月 1日土 14:00～　
　（13:00より受付）
【参加料】 7,000 円（祈祷料 3,000 円、
　奉納品その他供物など4,000円）
※振込手数料は別途負担
【場所】 角館總鎭守神明社
【申込期限】 12月 20日金
【問合せ】 42歳厄祓い実行委員会 代表 
小山有紀 ☎090-2972-2569

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「あじさいぶらっとサロ
ン」のご案内
　「あじさいの会」は、子どもたちが健
やかに育ち幸せな未来につながるようと
もに考え、語り合いながら歩む仲間です。
親と子の悩みを一緒に考えませんか。プ
ライバシーに配慮します。
【日時】12月11日、25日 10:00～ 12:00
　（毎月第2・4水曜日）
【場所】 ちば珈琲店（角館町竹原町）
【参加料】 300円（事前連絡は不要）
【問合せ】 ▼安藤 ☎090-2989-2918 ▼伊
藤 ☎090-3363-4391 ▼千葉 ☎090-
6686-7301（ちば珈琲店）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県から 
秋田県 LINE公式アカウ
ント運用にともなう登
録について
　本年度から秋田県 LINE 公式アカウン
トの運用を開始しました。様々な県のイ
ベント情報などを配信しているほか、L
アラートと連携した防災情報やあきた
河川（かわ）メールと連携した河川情
報、ツキノワグマなど情報マップシステ
ム（クマダス）と連携したクマ情報を配
信しています。受信設定により、希望す
る市町村の情報を受け取ることが可能と
なっています。ぜひ登録をお願いします。
【登録方法】 次のURL または二次元コー
　ドから LINEアカウントに登録してく
　ださい。
《URL》https://lin.ee/1nbYcOi 

【問合せ】 秋田県総務部広報広聴課 調整・
　広報報道チーム ☎ 018-860-1076

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県警察本部からのお知らせ 
自転車のスマホ・酒気帯
び運転【罰則強化】
　道路交通法の改正により、11月 1日
から自転車運転中の携帯電話使用の罰則
が強化されたほか、新たに自転車運転中
の酒気帯び運転が罰則の対象となります。
　自転車は車の仲間です。自転車を利用
する際も、交通ルールを守りましょう。
【自転車運転中の罰則強化】 
携帯電話使用など ▶最大1年以下の懲役
または30万円以下の罰金 
酒気帯び運転 ▶ 3年以下の懲役または
50万円以下の罰金
【問合せ】 仙北市生活環境課 交通防犯係
☎ 43-3308

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

年末年始は料理をおい
しく食べきろう！
　秋田県では、食品ロス削減につながる
「食べきり」運動を推進しています。家
庭では、作った料理は早めにおいしく食
べきりましょう。外食時、食べきれる量
を注文し、おいしく食べきりましょう。
一人ひとりがもったいないという気持ち
で、普段から意識して行動しましょう。
　詳しくは、美の国あきたネッ
ト（コンテンツ番号「69560」）
【問合せ】 秋田県生活環境部温暖化対策
　課 ☎ 018-860-1560

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

12月10日～16日は、
北朝鮮人権侵害問題啓発
週間です
　北朝鮮当局による人権侵害問題に関す
る国民の認識を深めるため、日本では毎
年 12月 10 日から 16 日までを「北朝
鮮人権侵害問題啓発週間」と定めていま
す。警察では全ての拉致被害者の一日も
早い帰国を実現するため、関係機関と緊
密に連携を図りつつ、関連情報の収集、
捜査・調査に全力を挙げることとしてい
ます。
　北朝鮮による拉致容疑事案について情
報をお持ちの方は、仙北警察署にお知ら
せください。
【問合せ】 仙北警察署警備課 ☎53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

冬こそ気をつけたい健康
管理
　日に日に寒さが厳しくなってくるこの
時期は、冷え込みや乾燥によって感染症
のリスクが高くなります。次の点に注意
し、冬期間を健康に過ごしましょう。
感染症（インフルエンザ、新型コロナなど）

▼こまめな手洗いやアルコールでの手指消
毒を心がけましょう。

▼加湿器などを利用し湿度を50～60％に
保つことで予防に繋がります。

▼マスクの着用で他者への感染を防ぎま
しょう。

▼水分補給をしっかり行い脱水にならない
ようにしましょう。

【問合せ】 角館消防署救急班 ☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

JR東日本 秋田支社から
冬期における踏切事故防
止のご協力と踏切通行止
めのお知らせ
　冬期は雪や路面凍結によりスリップ
し、踏切上で停止または脱輪してしまう
ことが考えられます。踏切前では一旦停
止し、左右の安全を確認してから、横断
してください。
【通行止め予定】 三之丞踏切（卒田字街道
南15-3）

【通行止め期間】 12月3日火 ～ 令和7年
3月31日月

【問合せ】 JR 東日本 秋田支社 信号通信
　指令室 ☎ 0120-401-625

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県仙北平野土地改良
区からのお知らせ
　当土地改良区では冬期間も通水してお
り、消雪・流雪などの地域用水として利
用されている水路もありますが、今後の
降雪にともない水路幅がわかりにくくな
り、また積雪・凍結などにより道路が滑
りやすくなりますので、水路近くを通行
する際は十分注意し、危険箇所には近づ
かないようにしましょう。
【問合せ】 秋田県仙北平野土地改良区
　管理課 ☎ 0187-62-0180

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　1月から12月までに納付した介護保険料は、年末調整や確定申告において社会保険
料控除の対象になります。
　▶申告に証明書などの添付は必要ありません。
　▶年末調整の場合は、該当する年の1月から12月の納付済額・納付予定額をご自身 
　   で合計し、申告してください。（下記参照）
【 ① 年金天引き（特別徴収）で納めている方 】
　翌年の1月中に年金保険者（日本年金機構など）から送付される「公的年金等の源泉
徴収票」にてご確認ください。また、遺族年金または障害年金からの年金天引きで納
めている方には、日本年金機構などから「公的年金等の源泉徴収票」は送付されませ
んので、お持ちの「介護保険料額決定通知書」などを参考に、各偶数月に支給された
年金から引かれている介護保険料の合計額を算出してください。

【 ② 納付書（普通徴収）で納めている方 】
　手元に保管している領収書の日付を確認し、該当する1年間に
納付した分の合計額を算出してください。

【 ③ 口座振替（普通徴収）で納めている方 】
　口座振替をしている預金通帳（1月1日から12月31日までに
引き落とされているもの）を確認の上、合計額を算出してください。

【 ④ その他（納付証明書の交付を希望する場合） 】
　領収書を紛失した場合や、年末調整の際に勤務先などから納付済額を確認できる書類
を求められた場合などは、1年間の介護保険料の納付済額を記載した納付証明書を発
行しますので、介護保険事務所へお問い合わせください。
※介護保険事務所のホームページ「OS 介護ネット｣（https://www.oskaigonet.
or.jp/）の「介護保険料Q&A」にも、上記のほか介護保険料に関する様々な情報を掲
載しています。
【問合せ】 介護保険事務所 保険給付班 ☎0187-86-3911

介護保険事務所から ～介護保険に関するよくある質問～

年末調整・確定申告時の介護保険料（社会保険料）控除

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▶ 国民年金基金は、自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第1号被保険者の方々
　 がゆとりある老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
▶ 加入できる方は、国民年金に加入している20歳以上60歳未満の方および60歳以
　 上 65歳未満の方や海外に居住されている方で国民年金に任意加入している方です。
▶ 65歳から生涯受け取ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備
　 えることができます。
▶ 掛金は全額が所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。受け取る
　 年金も公的年金等控除の対象になりますので、税制面で優遇されます。
▶ 万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支払われますので、掛け捨てに
　 なりません。（一部の年金タイプを除く）遺族一時金は、全額非課税です。
▶ 加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりま
　 せん。（ご加入時の内容でお支払いした場合）
▶ ご加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減
　 できます。
【問合せ】全国国民年金基金東北支部 ☎0120-65-4192
　ホームページ  https://www.zenkoku-kikin.or.jp

国民年金制度の
ご案内

自営業の方やその家族、学生などの
国民年金の第1号被保険者の皆さまへ

【お詫びと訂正】
　広報せんぼく１1月号に誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。
【 11ページ・令和7年度入園案内】
「施設利用手続きの流れ」
【誤】3歳以上の児童（平成 31年 4月
　2日～令和3年 4月 1日生まれ）
【正】3歳以上の児童（平成 31年 4月
　2日～令和4年 4月 1日生まれ）
　なお、ホームページでは訂正したもの
を掲載しております。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県立公文書館出前
講座のお知らせ
【日時】 12 月 3 日火 14:00 ～（13:30
　より受付）
【場所】 角館樺細工伝承館 総合研修室
【講師】 畑中康博氏（秋田県立公文書館 
　古文書チーム）
【演題】 「秋田藩の参勤交代について」
【入場料】 無料
【主催】 北家御日記解読会
【共催】 ルネッサンス・角館、公益社団
　法人大曲法人会
【問合せ】 ☎090-2799-9132（石川）



照島スミ　　 （91歳・田沢字春山）
藤沢ハルヱ　 （98歳・生保内字造道）
田口邦男　　 （81歳・生保内字堂ノ前）
岩崎榮子　　 （92歳・生保内字下滝沢）
千葉チカ　　 （74歳・生保内字武蔵野）
富樫満夫　　 （84歳・生保内字武蔵野）
村岡フミ　　 （94歳・生保内字宮ノ後）
髙橋猛　　　 （90歳・生保内字久保）
千田律子　　 （94歳・田沢字田沢々口）
佐藤トミヱ　 （103 歳・小松字城廻）
中村政江　　 （96歳・岡崎字鳥居野）
佐藤公一　　 （87歳・神代字白籏）
茶谷和美　　 （81歳・卒田字早稲田）
中村六郎　　 （90歳・金山下）

成海ヤヱ　　 （85歳・上菅沢）
佐藤チヤ　　 （89歳・岩瀬下タ野）
畠山和子　　 （90歳・小館）
藤田五郎　　 （92歳・西野川原）
前田典子　　 （95歳・西野川原）
鈴木トキ子　 （99歳・山根町）
小笠原時子　 （79歳・小勝田中川原）
渡部奈那緒　 （63歳・雲然上町屋）
阿部イヨ子　 （77歳・雲然上町屋）
雲雀勝雄　　 （79歳・薗田別当村）
傳野勝子　　 （92歳・上桧木内字坂本）
照島榮子　　 （88歳・上桧木内字比内沢）
銀谷峯子　　 （89歳・上桧木内字浦子内）
阿部義則　　 （67歳・桧木内字中島）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

37人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和6年11月1日現在）

出生
5人 18人

死亡 転入 転出
24人

人口 22,959人
（－38）

男  10,664人 （－   5）
女  12,295人 （－33）
世帯数 10,285世帯 （－ 15）

戸籍の戸籍の
 窓口から窓口から
――1010月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,624人
角　館 10,640 人
西　木   3,695人

※表記の価格はすべて税込価格です。informationおもてなしせんぼく耳より情報

田口琥
こ う
羽　 （雄介・生保内字武蔵野）

大石燈
とうま
茉　 （海斗・梅沢字森腰）

草　弥
みらい
来　 （善樹・小勝田間野）

高橋煌
きらと
采　 （康平・下延大久保）

金谷実
み の り
乃梨（雅俊・桧木内字山口）

12/ 1      ～1/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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１ 　　　　　冨岡歯科医院（大仙市太田町・☎0187-88-1123）

２ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

３ ●秋田県立公文書館出前講座（角館樺細工伝承館 14:00 ～  ）

４ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13:00～15:30）

５ ●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:00～11:00）

６ ●無料人権・困りごと特設相談所（田沢湖総合開発センター・角館庁舎・
社会福祉協議会西木支所 10:00 ～ 15:00）

　  7    
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●ぶらり角館・おちょこで試飲ウォーク（詳しい時間、場所は27ペー
ジをご覧ください）

８
●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30）

　　　　　小西歯科医院（美郷町六郷・☎0187-84-1118）

９
１０

１１
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）

１２
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所
13:00 ～ 15:00）

１３
●わくわく広場（さくラッコ 10:00～12:00）
●包和花カフェ（ワンダーモール 10:00 ～ 12:00）
●やさしいヨガ教室（角館交流センター 10:00 ～）

１４
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00～ ）
●うすいまさとライブ＆トーク 自閉症のきみの心をさがして～
11年のときを経て～（西木温泉ふれあいプラザクリオン 13:30～
15:30）

１５ 　　　　　山本歯科医院（角館町・☎0187-53-2058）

１６
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00）

１７
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1日
●〒014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30番地　●TEL 0187-43-1111　●FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
●URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

仙北市民憩いの日  今月は26日㈭
仙北市民入浴料半額にてご利用いただけます。
※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 12月の定休日は11日㈬・25日㈬です。
※12月31日は18時まで（最終受付17時）の営業です。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野111-8 ☎43-2133
時 7:00～21:00（受付終了20:00）東

１８

●仙北市地域おこし協力隊活動報告会（角館庁舎 13:30 ～16:30）

●山野草の寄せ植え教室（正月飾り編）（西木総合開発センター 13:30
～15:30）
●んみゃもの料理教室（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 12:00）

●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13:30 ～、14:30 ～ ）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00 ）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

１９
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

仙北市役所角館庁舎（10:00～11:30）
JA秋田おばこ角館総合支店（13:15～14:00）
市立角館総合病院（15:00～16:00）

２０ ●笑いの会（健康管理センター 9:40～11:30）

２１
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00～ ）
●クリスマスパーティー（角館交流センター 13:00 ～ 15:00 ）

２２ 　　　　　おやしき歯科クリニック（大仙市角間川町・☎0187-
65-2002）

２３ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）

２４ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）

２５
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）

２６
●やさいの花お話会（学習資料館 10:00～11:45）
●包和花カフェ（東風の湯 10:00 ～ 12:00）
●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）

２７ ●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）

２８ ●オレンジカフェ（グループホームひまわり地域交流室 14:00 ～ 
16:00）

２９ 　　　　　嶋村歯科クリニック（大仙市大曲中通町・☎0187-62-
0410）

３０
３１ 　　　　　ホワイト歯科医院（大仙市大曲日の出町・☎0187-86-

3180）
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１

No.387No.387

20242024

阿部洋子　　 （86歳・桧木内字吉田）
澤山リミ子　 （88歳・西明寺字堂村）
田口完悦　　 （81歳・小山田字堀之内）
田口クニ　　 （99歳・小山田字中村）
茂木剛暉　　 （86歳・門屋字下川原）
熊谷満博　　 （62歳・上荒井字上橋元）
藤村全良　　 （92歳・小渕野字狼渕）

日

宮家 角館町田町上丁11-1　☎52-2438
時10:00～17:00西

あったかニットと手芸作品展 米蔵 2階
12月7日㈯・8日㈰　10:00～15:00
12月の休館日は4日㈬・18日㈬・25日㈬です。

1212水
おたんじょうおめでとう …氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

おせち・オードブル・焼キンキンご予約受付中
おせち二段重・オードブル　各12,000円／焼キンキン　5,000円
予約期限：12月20日㈮ ※限定数になり次第締切
お渡し日：12月31日㈫

 年末年始の営業時間のお知らせ
プール・温泉・レストランかたくりの営業時間は、クリオンホーム
ページまたは直接お問い合わせください。

 お年玉企画　1月1日（水・祝）～1月3日㈮　9:00～21:00
クリオン入浴回数券1冊12枚綴り　通常5,000円を
お正月3日間限定4,000円で販売します !
※12月のメンテナンス休館日はありません。

ク 西木町門屋字屋敷田83-2　☎47-2010
時 6:00～21:00リオン 角館町西長野古米沢30-19 ☎ 55-5888

　 8:30～21:30

冬のご宴会プラン ※除外日 12月30日～令和7年1月2日
忘年会・新年会にもご利用ください。※宿泊の方は休前日2,200円追加
各コース4名様以上でお申し込みください。
▶花コース＜ぴり辛鶏塩鍋＞
　宿泊（1泊2日）　お一人様11,500円（税込）
　日帰り　　　　　 お一人様5,500円（税込）
▶葉コース＜国産ロース豚肉しゃぶしゃぶポン酢＞
　宿泊（1泊2日）　お一人様12,500円（税込）
　日帰り　　　　　 お一人様6,500円（税込）
▶館コース＜国産黒毛和牛しゃぶしゃぶポン酢＞
　宿泊（1泊2日）　お一人様14,500円（税込）
　日帰り　　　　　 お一人様8,500円（税込）
年越しオードブル ご予約受付中 ! 特典つき12,000円（税込）
申込締切：12月25日
12月31日㈫11時～17時に宿泊フロントでお引き渡しします。
（花葉館でお引き取りいただくお客様には500円割引します）

花 葉館

金

水

木

日

月

木

金

土

日

月

火

休日歯科

地鶏山の芋きりたんぽ鍋セット 予約受付中！
秋田県産比内地鶏、きりたんぽ、山の芋に加え、せり、ねぎ、
きのこ自家製スープもセット！届いてすぐお鍋を楽しめます♪
昔から愛され続けている田沢湖の郷土料理をご賞味ください。
2人前　5,400円（税込）／4人前　8,500円（税込）
※送料・手数料は別途になります。

11月～冬季営業のため土曜、日曜、祝日のみの営業となります。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前78　☎43-2424
時【冬季】土日祝10:00～16:00ハ

水

木

金

休日歯科

火

水

土

日

月

火

水

金

木

土 土

休日歯科

休日歯科

～14日まで

日

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00～ 12:00）休日歯科

月

火

日

月

火

水

献　血

休日歯科

休日歯科

木 KJ　今年は数年ぶりに
クリスマスツリーをリビ
ングに飾ってみました。
様々な色のイリュミネー

ションがゆっくりと光りとても癒さ
れます。生活するうえで必ずしも必
要なものではありませんが、気持ち
に余裕を与えてくれる癒しのアイテ
ムです。

広報担当
者の

広報担当
者の

つつ
ややききぶぶ

MI　最近は、目玉焼き
に夢中です。目玉焼き＋
ケチャップ＝至高。さら
に、納豆と海苔があると

幸せです。醤油、塩胡椒、ソース
派などに分かれると思いますが、
ぜひお試しください！おすすめのア
レンジがあったら教えてください。

TS これまでカレン
ダーに掲載する行事が
多く、掲載スペースの関
係から、「つぶやき」が

掲載できずにおりました。振り返る
と、6月号から久しぶりの掲載です。
その間、広報は5回発行していま
すが、月日が経つのは早いもので、
雪が降る季節になりました。
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